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IPPYIPPY さんのステージさんのステージ

人生の節目を祝う
８月 15 日、庄原市民会館で「令和６年度庄原市二十歳を祝う会」を開催しました。８月 15 日、庄原市民会館で「令和６年度庄原市二十歳を祝う会」を開催しました。

（関連記事：裏表紙）（関連記事：裏表紙）

出席者を代表して出席者を代表して原原
は ら だは ら だ

田田日日
ひ な かひ な か

向花向花さんが決意表明さんが決意表明 木山耕三市長の式辞木山耕三市長の式辞

式典に参列した二十歳の皆さん式典に参列した二十歳の皆さんHIPPY さんの歌で盛り上がった会場HIPPY さんの歌で盛り上がった会場
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まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

お通り保存振興会

　市は市内で活動している市民活動団体
の登録制度をつくり広く公開しています。
　市民活動の充実、まちづくりの連携や
協働を進めるため情報をお届けします。

活 動
内 容

伝統文化を継承

市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、自治定住課自治定住係（☎ 0824-73-1209）まで。
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ご
ショット
な みま

３歳までのお子さんの写真を募集
しています。写真（データも可）
に、名前（ふりがな）・生年月日・
性別・連絡先・お子さんへのメッ
セージを添えて、行政管理課また
は各支所総務室まで申し込んでく
だ さ い。郵送、メール（koho@city. 
shobara.lg.jp）でも受け付けます。

お子さんの写真を
載せてみませんか？

父母より：
これからもニコニコ笑

顔 を た く さ ん 見 せ て

ね！

森も
り
は
ら原　

蓮れ
ん
と翔

く
ん
（
宮
内
町
）

Ｒ
５
年
８
月
20
日
生
ま
れ

　
●東キャッツスポーツ少年団

ご
ショッ

トな みま

がんばれ！

　私たちは、東小学校を中心に活動している「東キャッツスポーツ少
年団」です。創設は 1984 年で、本年で 41 年目の活動となります。
　現在、通算 1640 勝ですので、まだまだ練習を頑張って、これから
の勝ち数を伸ばしていきたいと思っています。
　「バレーボールというスポーツに親しみ、チームワークの大切さを実
感し、社会的ルールとマナーを体得する」「広島県大会に出場する」を
目標にして、月・水・土曜日に練習をしています。
　随時団員を募
集してます。
　興味がある人
は、いつでも東
小学校体育館に
見学に来てくだ
さい。

代表
小田基治
連絡先
東小学校
☎ 0824-72-0601

　私たちは、「お通り」を通して東城町の伝統文化の継承、町
民相互の信頼感・連帯感を醸成し、お通りが歴史文化的事業として
未来への財産となることを目的に活動を行っています 。
　毎年、県内から多くの観光客の皆さんに足を運んでもらっていま
すが、本年度は新しくバーベキューコーナーを新設（予定）し、伝
統行事×美食としてお通りを楽しみ、肉を食べ、満足してもらえる
企画を実施する予定です。
　当日は、ぜひ東城町へお越しください。　

■お通り
とき
11 月４日（月・祝）正午　行列スタート（予定）
問い合わせ
お通り保存振興会事務局　☎ 08477-2-0525（担当：前田）

市 民 の ペ ー ジ

粟田小学校 永末小学校

比和中学校

「科学研究編」躍動する子どもたち！躍動する子どもたち！

　比和中３年生の
３人は、理科の授
業で主体的・探究
的に学習を進めて
いくための活動と
して、２年生の時
から協働的に科学
研究に取り組んで

います。
　科学研究のテーマは「日本一滞空時間の長い紙
飛行機をつくる」で、ギネス記録（29 秒 20）に
登録されている紙飛行機を参考にしながら、試行
錯誤を繰り返しています。今までの最高飛行時間
は６秒 08 で、10 秒を越える紙飛行機の作製を目
指しています
　今後も「どの部分の折り方を工夫すると飛行時
間が長くなるのか」「理想の折り方はどのような折
り方なのか」を問い続け、紙飛行機を飛ばしながら、
研究を続けていきます。

　このコーナーでは、隔月で市立学校の取り組みや
児童生徒の活動の様子を紹介します。

教育指導課指導係☎ 0824-73-1184

意見を出し合う粟田小の児童 紙飛行機を飛ばす比和中の生徒

ろ過の実験をする永末小の児童

子どもたちが顕微鏡

で観察した活性炭の

表面

　 粟 田 小６年 生
は、本年度「洗濯
物を速く乾かすに
は！？～日光・風・
温 度を 比 較して
～」をテーマに科
学研究に取り組み
ました。

　この研究は、雨の日に靴下が濡れて困った経験
をした子どものつぶやきから始まり、洗濯物が乾
くには、日光・風の力・温度が必要だと考え、実
験に取り組みました。
　ドライヤーと扇風機を利用して温度の違いを調
べたり、干す場所の高さを変えて乾き方の違いを
調べたり、昔からよく使われる新聞紙で水分を取
る方法も試したりしました。
　子どもたちは実験をするたびに、次の疑問や新
しい方法を見つけ、自分たちで知りたいことを調
べる楽しさを学びました。

　永末小学校で
は、「自ら学び
続ける児童の育
成」を目指した
教育活動を行っ
ており、その一
つとして「科学
研究」を行って

います。
　５年生は、テレビで放送された「汚水のろ過」
を参考に、校庭の砂や小石、活性炭などの身近な
もので、ろ過に適しているものは何かを探究しま
した。研究中には、活性炭が汚水の臭いを取るこ
とに気づき、活性炭を顕微鏡で観察し「小さな穴
に汚れが引っかかるから臭いを取ることができる
んだ」と、自分たちで見つけた発見に喜んでいま
した。永末小学校では、日々の生活の中の「なぞ」
について、子どもたち自身が考える取り組みを進
めています。

シリーズシリーズ
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　　　庄原警察署からのお知らせ

庄原警察署☎0824-72-0110

お
出
か
け
は　
一
声
か
け
て　

鍵
か
け
て
！

～
家
に
も
車
に
も
自
転
車
に
も
鍵

を
掛
け
ま
し
ょ
う
～

▼
鍵
を
掛
け
て
な
い
家
で
空
き
巣

被
害
が
発
生
！

　

本
年
に
入
り
、
空
き
巣
被
害
が

複
数
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
い
ず

れ
も
鍵
を
掛
け
て
い
な
い
家
が
狙

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
う
ち
に
は
、
盗
る
よ
う
な
も

ん
な
ん
か
、
あ
り
ゃ
せ
ん
よ
」
と

言
わ
れ
る
人
も
い
ま
す
が
、
泥
棒

と
鉢
合
わ
せ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

れ
ば
、
身
の
危
険
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　

お
出
か
け
の
際
は
、
必
ず
玄
関

は
も
ち
ろ
ん
、
窓
に
も
鍵
を
掛
け

ま
し
ょ
う
。

▼
鍵
を
付
け
っ
放
し
の
自
動
車
が

盗
ま
れ
る
！

　

本
年
は
、
自
動
車
の
盗
難
も

多
発
し
て
い
ま
す
。
狙
わ
れ
る

の
は
、
鍵
を
付
け
た
ま
ま
に
し

て
い
る
自
動
車
で
す
。

　

自
動
車
を
盗
ま
れ
、
そ
の
自

動
車
で
事
故
を
起
こ
し
逃
走
さ

れ
た
際
、
自
動
車
の
管
理
方
法

に
問
題
が
あ
る
場
合
は
、
事
故

の
被
害
者
か
ら
自
動
車
の
持
ち

主
に
対
し
、
民
事
訴
訟
を
起
こ

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

短
時
間
、
車
か
ら
離
れ
る
時

や
、
自
宅
の
駐
車
場
に
と
め
て

い
る
時
も
必
ず
鍵
を
掛
け
ま
し
ょ

う
。

《
オ
ト
モ
ポ
リ
ス
》
で　
　
　

安
全
安
心
！　
　
　
　
　
　

～
広
島
県
警
察
防
犯
ア
プ
リ
～

　

皆
さ
ん
は
庄
原
市
で
、
今
ど
ん

な
事
件
・
事
故
が
起
き
て
い
る
か

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　

広
島
県
警
察
安
全
安
心
ア
プ
リ

「
オ
ト
モ
ポ
リ
ス
」
に
は
、

▪
生
活
圏
内
で
発
生
し
て
い
る
事

件
や
事
故
、
不
審
者
情
報
な
ど
を

マ
ッ
プ
で
一
覧
で
き
る
機
能

▪
痴
漢
や
不
審
者
対
策
で
、
防
犯

ブ
ザ
ー
の
音
が
鳴
る
機
能

な
ど
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス

ト
ー
ル
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
安
全
安
心
の
オ
ト
モ
と
し
て
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

な毎日のためにな毎日のために

宝くじの助成金で地域活動に必要な備品を整備
コミュニティ助成事業で地域づくり（令和６年度実施事業）

自治定住課自治定住係☎0824-73-1209
　

市
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

が
、宝
く
じ
を
財
源
と
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
採
択
を

受
け
、備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
促
進
と
そ
の
健
全
な

発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、一

実施団体名 整備備品 事業実施の成果 上段：助成金
下段：事業費

三河内地域
自治会

エアコン、掃除機、
長机、折りたたみ
椅子、座椅子

高齢者や地域住民が快適な環
境で活動できる設備を整える
ことで、コミュニティ活動がさ
らに活性化し、地域の一体感の
醸成、連帯意識の高揚を図るこ
とが期待できる。

2,400,000円
2,429,020円

般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
行
う
事
業
で
、地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
役
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

（
こ
の
事
業
を
活
用
し
て
整
備
し

た
備
品
に
は
「
宝
く
じ
」の
マ
ー

ク
を
取
り
付
け
て
い
ま
す
）

　７月 10 日、第２回芸備線再構築協議会幹事会が広島市で開催されました。　７月 10 日、第２回芸備線再構築協議会幹事会が広島市で開催されました。
　今回は、第１回幹事会（５月 16 日開催）で実施することとなった、調査事業の具体的な実施内容などにつ　今回は、第１回幹事会（５月 16 日開催）で実施することとなった、調査事業の具体的な実施内容などにつ
いて協議が行われました。いて協議が行われました。

～第２回芸備線再構築協議会幹事会～～第２回芸備線再構築協議会幹事会～
地域交通課芸備線対策係　☎0824-73-1171地域交通課芸備線対策係　☎0824-73-1171

主
な
内
容

　

調
査
事
業
の
実
施
に
当
た
り
、
沿
線
地
域

の
現
状
把
握
を
は
じ
め
、
人
口
推
計
な
ど
の

分
析
に
よ
り
、
庄
原
市
・
新
見
市
の
将
来
の

地
域
の
姿
を
把
握
し
て
い
く
ほ
か
、
芸
備
線

に
よ
る
多
様
な
価
値
の
創
出
に
関
す
る
分
析

な
ど
を
行
う
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
調
査
事
業
な
ど
の
必
要
経
費
に
関

す
る
各
構
成
員
の
負
担
割
合
や
、
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
想
定
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
調
査
事
業
に
関
す
る
現
状
把
握
と

分
析
に
関
し
て
は
、
公
共
交
通
の
専
門
的
知

見
を
有
す
る
事
業
者
か
ら
の
企
画
提
案
を
求

め
る
公
募
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
は
、
10
月
に
第
２
回
協
議
会
を
開
催
す

る
方
向
で
調
整
を
進
め
て
お
り
、
協
議
会
で

は
、
幹
事
会
の
進
捗
状
況
の
報
告
の
ほ
か
、

調
査
事
業
の
実
施
な
ど
に
関
す
る
予
算
案
を

協
議
す
る
こ
と
な
ど
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

▼
10
月
頃　

第
２
回
芸
備
線
再
構
築
協
議
会

▼
令
和
７
年
３
月
頃　

第
３
回
芸
備
線
再
構

　

築
協
議
会

幹
事
会
で
の
市
の
意
見

①
調
査
事
業

市
の
意
見

　

芸
備
線
の
多
様
な
価
値
や
役
割
を
具
体

的
に
明
ら
か
に
す
る
調
査
が
進
ん
で
い
く

も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
こ
の
多
様
な
価

値
や
役
割
を
ど
う
評
価
す
る
の
か
を
含
め

て
議
論
し
、
共
有
し
て
い
き
た
い
。

　

芸
備
線
に
よ
る
地
域
へ
の
多
様
な
価
値

の
創
出
に
向
け
、
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
要

素
と
し
て
示
さ
れ
た
「
利
用
者
数
と
は
別

個
の
価
値
」
と
は
、
調
査
事
業
を
踏
ま
え

て
実
施
す
る
実
証
事
業
を
検
証
す
る
際

に
、
鉄
道
の
大
量
輸
送
性
と
い
う
軸
に
加

え
、
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
も
た
ら
す
地

域
へ
の
好
影
響
を
も
う
一
つ
の
軸
と
す
る

２
つ
の
軸
で
総
合
的
に
評
価
す
る
と
い
う

解
釈
で
良
い
か
。

国
土
交
通
省
中
国
運
輸
局
の
意
見

　

鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
も
た
ら
す
地
域

へ
の
好
影
響
な
ど
の
定
量
的
な
価
値
以
外

の
芸
備
線
の
価
値
に
つ
い
て
、
妥
当
な
分

析
結
果
が
得
ら
れ
た
場
合
に
は
、
実
証
事

業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
の
で
、
今
後
、
実
証
事
業
の
内
容
を
議

論
す
る
際
に
検
討
し
た
い
。

②
鉄
道
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
方
向
性

市
の
意
見

　

国
鉄
か
ら
築
い
て
き
た
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
は
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
で
は
カ

バ
ー
し
き
れ
な
い
極
め
て
広
域
的
で
強
固

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存
在
し
て
い
る
。
仮

に
こ
の
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
途
切
れ
た

場
合
に
生
じ
る
損
失
や
利
便
性
の
低
下

は
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
も
、
観
光
や
地

域
振
興
に
お
け
る
国
土
形
成
上
に
お
い
て

も
、
あ
ま
り
に
も
大
き
い
。

　

鉄
道
の
大
量
輸
送
性
、
い
わ
ゆ
る
利
用

者
数
だ
け
で
判
断
す
べ
き
で
は
な
い
と
い

う
部
分
は
、
再
構
築
方
針
の
作
成
に
当
た

り
、
根
幹
と
な
る
部
分
と
考
え
て
い
る
。

国
土
交
通
省
中
国
運
輸
局
の
意
見

　

大
量
輸
送
性
と
い
う
価
値
だ
け
で
は
な

く
、
別
個
の
価
値
と
し
て
ど
う
い
う
も
の

が
あ
る
の
か
も
含
め
て
調
査
分
析
を
進

め
、
そ
の
後
の
実
証
事
業
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

市
の
意
見

　

第
１
回
協
議
会
で
議
長
が
「
鉄
道
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
全
体
の
諸
問
題
の
取
り
扱
い

は
、
こ
の
協
議
会
の
場
で
は
な
く
、
全
国

レ
ベ
ル
で
検
討
し
て
い
た
だ
く
べ
き
課
題

と
考
え
て
い
る
」
と
発
言
さ
れ
た
が
、
ど

う
い
っ
た
場
で
議
論
さ
れ
、
協
議
会
に
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

国
土
交
通
省
中
国
運
輸
局
の
意
見

　

全
国
レ
ベ
ル
で
検
討
さ
れ
る
べ
き
と
い

う
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
問
題
に
対
す
る

考
え
方
を
示
す
こ
と
に
関
し
て
は
、
国
土

交
通
省
本
省
に
伝
え
て
い
き
た
い
。

再
構
築
協
議
会
に
関
す
る　
　

対
応
な
ど
を
市
の
ホ
ー
ム　
　

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

詳
し
い
内
容
や
当
日
の
資
料
は

中
国
運
輸
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

ひとひとととひと まちひと まちととまちまちををつなぐ芸備線つなぐ芸備線

広報しょうばら／ 2024.9　4 5　2024.9 ／広報しょうばら
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夏の帝釈峡を堪能 大学と地域との連携拠点に
　帝釈峡　夏！ウォークと歴史体験・7/27 　「サテライトラボ」開所式・8/11

　帝釈・新坂自治振興区主催の「夏
サマー

！ウォークと時悠
館で歴史体験」が帝釈峡で開催され、市内外から約
100 人が参加しました。
　午前中は、時悠館職員のガイドを聞きながら
寄
よ せ く ら い わ か げ い せ き

倉岩陰遺跡や白
は く う ん ど う

雲洞に立ち寄り、国指定の天然橋
「雄

お ん ば し

橋」までのウォーキングが行われました。午後か
らは時悠館の見学や、勾玉と縄文模様のコースターを
作るワークショップなどが行われました。
　昼食は、地元の皆さんから釜炊きごはんやイノシシ
汁、比婆牛の焼肉、夏野菜の丸かじりなどが振る舞わ
れ、参加者は地元の味を堪能しました。
　参加者は「白雲洞は冷蔵庫みたいに涼しかった」「お
いしい昼ご飯でおなかいっぱい」と話しました。

　県立広島大学庄原キャンパスが、国営備北丘陵公園
北入口エリア 里山の駅庄原ふらりに「サテライトラ
ボ」を新たに設置し、開所式が行われました。
　この「サテライトラボ」は、庄原キャンパスが行っ
ている研究活動の情報発信や地域貢献活動の拠点とし
て開設されたもので、国営公園に併設される常設型の
大学施設としては、全国で初めての取り組みです。
　同大学の森

も り な が

永 力
つとむ

学長は「中・高校生への学習支援
やレーザー加工装置による科学体験、学生サークルの
活動の場など、地域を活性化させる拠点にしたい」と
話し、市も大学と市民・地域との連携推進での活用を
検討しています。

№2 №1

▲雄橋の説明を受ける参加者 ▲サテライトラボの様子

　子どもの成長を
　一緒に確認しましょう！

ほのぼのネット☎0824-73-1214

乳
幼
児
健
診

　

乳
幼
児
健
診
は
、
子
ど
も
が
健

康
で
順
調
に
成
長
し
て
い
る
か
を

確
認
し
、
発
達
に
か
か
わ
る
病
気

な
ど
を
早
く
見
つ
け
、
対
応
す
る

た
め
に
と
て
も
重
要
な
も
の
で

す
。

　

市
が
実
施
し
て
い
る
乳
幼
児
健

診
に
は
、
６
～
８
か
月
児
健
診
、

１
歳
６
か
月
児
健
診
、
２
歳
児
歯

科
健
診
、
３
歳
児
健
診
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
子
ど
も
の
発
達

段
階
で
特
に
確
認
が
必
要
な
年
齢

を
設
定
し
て
い
ま
す
。
小
児
科
医

師
、
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
、

助
産
師
、
栄
養
士
、
保
健
師
な
ど

多
職
種
が
関
わ
り
実
施
し
て
い
ま

す
。
発
達
の
確
認
や
病
気
の
早
期

発
見
の
ほ
か
、
子
育
て
中
の
不
安

や
困
り
ご
と
な
ど
、
育
児
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
も
応
じ
て

い
ま
す
。

電
子
母
子
手
帳
ア
プ
リ　
　
　

「
庄
原
ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ
ト
ア
プ
リ
」

　

令
和
５
年
度
か
ら
、
健
診
で
使

用
す
る
問
診
票
を
電
子
母
子
手
帳

ア
プ
リ
「
庄
原
ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ
ト

ア
プ
リ
」
か
ら
事
前
の
入
力
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
ア
プ
リ
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
後
、
市
か
ら
乳
幼
児
健

診
対
象
者
へ
配
布
す
る
専
用
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
込
む
こ
と
で
問
診

票
の
入
力
が
で
き
ま
す
。
健
診
終

了
後
、
健
診
結
果
を
ア
プ
リ
か
ら

確
認
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

健
診
は
無
料
で
受
け
ら
れ
ま

す
。
成
長
の
節
目
に
健
診
を
受
け

て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
の
成
長
を

一
緒
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
ア
プ
リ
の
操
作
が
難
し
い
場
合

は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
母
子
保
健
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
４

　

健
診
の
ほ
か
に
、
育
児
相
談
や

個
別
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

発
達
に
応
じ
て
必
要
な
関
わ
り

を
も
つ
こ
と
は
、
子
ど
も
が
成
長

し
て
い
く
上
で
大
き
な
財
産
に
な

り
ま
す
。
何
か
心
配
な
こ
と
が
あ

る
場
合
に
は
、
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

庄原市　乳幼児健診

令和６年度　乳幼児健診の日程は

で検索してください

健診日程QRコード

夏休み、吾妻山でクイズ研究
　第36回吾妻山グリーンラリー・8/8

8 月 8 日の「葉っぱの日」に比和自然科学博物館で
「吾妻山グリーンラリー」が開催され、８チーム 23
人が参加しました。

グリーンラリーは、吾妻山の自然の中をハイキング
しながらクイズに挑み、体力づくりと共に自然との触
れ合いを深める体験型のゲームです。

午前中は館内で、樹木の種類を見分ける勉強会が行
われ、午後からは吾妻山に移動し、実際に植物と触れ
合いながらクイズに挑戦しました。

参加者は木の名前や高さ、水温を当てるクイズなど、
15 問に挑戦。参加した子どもたちは植物の検索表を
見ながら「これは広葉樹！こっちが常緑樹で、こっち
が落葉樹」とクイズを楽しんでいました。

№4

庄原の夏を盛り上げる
　市内の各地域で夏祭りが開催

　８月中、市内の各地域で夏祭りが開催されました。
　３日は、高野保健福祉センター駐車場で「七夕まつ
り in ふるさと高野」が開催されました。
　ステージイベントでは、高野保育所の園児やダンス
クラブ、タヒチアンガールズによるダンスパフォーマ
ンスなどが行われたほか、最後には 150 発の花火が
打ち上げられ、参加者は終日祭りを楽しんでいました。
　10 日には、東城小学校グラウンドを会場に、東城
の夏の風物詩「遊夏祭」が開催されました。
　今回は、「カンパイ！！ WE　ARE　FAMILY ！！」
をテーマに、オープニングで無料のドリンクが配られ、
参加者全員で乾杯が行われました。

№3

▲七夕まつり in ふるさと高野

▲東城遊夏祭

▲ヒバゴン郷どえりゃあ祭

▲ふるさと盆踊り花火大会 in 比和

▲クイズに挑戦する参加者

　また、自衛隊の皆さんによるステージライブや、な
みか・ほろか抽選会など、さまざまなイベントが行わ
れ、会場はたくさんの人でにぎわいました。最後には、
東城の夜空に約 1,000 発の花火が打ち上げられ、祭
りを締めくくりました。
　この他にも、13 日は西城町で「ヒバゴン郷どえりゃ
あ祭」、15 日は比和町で「ふるさと盆踊り花火大会
in 比和」が行われました。
　家族４人で参加した男性は「子どもが金魚すくいや
射的などの縁日を楽しんでいて、夏のいい思い出に
なった」と話しました。
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式辞を述べる木山市長　 平和の誓いを述べる総領中学校の生徒献花する参列者

板橋小学校の児童による合唱口和本の会による朗読

　

戦
没
者
に
哀
悼
の
意
を
表
す
と
と
も

に
、恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、令
和

６
年
度
庄
原
市
戦
没
者
追
悼
式
並
び
に

平
和
祈
念
式
典
を
、８
月
21
日
、庄
原
市

民
会
館
で
開
催
し
、市
民
や
遺
族
な
ど

３
２
６
人
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
木
山
耕
三
市
長
が
「
今
を
生

き
る
私
た
ち
が
平
和
と
繁
栄
を
享
受
で

き
る
の
は
、戦
没
者
の
方
々
の
尊
い
犠

牲
と
、先
人
の
復
興
へ
の
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
と
平
和
を
願
う
強
い
意
志
に
よ
っ
て

築
か
れ
て
い
る
こ
と
を
胸
に
刻
み
、恒

久
平
和
の
実
現
を
訴
え
つ
づ
け
て
い

く
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、総
領
中
３
年
の
栄

さ
か
え

柑か
ん
な奈
さ

ん
と
松ま

つ
い井
翼つ

ば
ささ
ん
が
「
人
と
人
が
争
い

あ
う
戦
争
は
憎
し
み
し
か
生
み
ま
せ

ん
。人
が
憎
し
み
合
い
、苦
し
み
合
う
戦

争
を
二
度
と
起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
、

戦
争
の
悲
惨
さ
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

こ
の
美
し
い
広
島
の
ま
ち
を
、こ
れ
か

ら
も
守
り
続
け
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま

す
」と
、平
和
へ
の
誓
い
を
述
べ
ま
し

た
。

　

そ
の
ほ
か
、追
悼
吟ぎ

ん
え
い詠
や
板
橋
小
学

校
児
童
に
よ
る
合
唱
、口
和
本
の
会
に

よ
る
朗
読
、庄
原
中
学
校
吹
奏
楽
部
に

よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
列
者
は
、祭
壇
に
献
花
を
捧
げ
、

２
９
２
３
人
の
戦
没
者
の
御
霊
を
追
悼

す
る
と
と
も
に
、恒
久
平
和
を
祈
り
ま

し
た
。

平和への思い・安らかな眠りを祈る
令和６年度庄原市戦没者追悼式並びに平和祈念式典

社会
福祉課　

８
月
８
日
、市
内
の
中
学
生
を
対
象

に
、「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
キ
ャ
ン
プ
in

庄
原
」を
庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助

手
）と
英
語
で
活
動
す
る
こ
と
を
通
し

て
、国
際
感
覚
を
養
っ
た
り
、こ
れ
ま
で

に
習
得
し
た
英
語
を
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
生
か
し
た
り
す
る

こ
と
を
目
的
に
、実
施
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　

今
回
は
、15
人
の
生
徒
が
参
加
し
、

6
人
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
一
緒
に
、ゲ
ー
ム
や

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
し
て
、英

語
で
伝
え
る
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
東
城
中
２
年
生
の
成な

り
ま
つ松

皆み
な
と飛
さ
ん
は
「
昨
年
参
加
し
て
、楽
し

か
っ
た
の
で
今
回
も
参
加
し
た
。た
く

さ
ん
の
人
と
英
語
で
交
流
が
で
き
た
の

で
楽
し
か
っ
た
。来
年
も
友
達
を
誘
っ

て
、ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」と
笑
顔
で
話
し

ま
し
た
。

英語のコミュニケーション能力を高める
イングリッシュ・キャンプ in 庄原

教育
指導課

　

本
年
度
の
庄
原
市
優
良
建
設
工
事
施
工
業
者
の
認
定
式
な
ら
び

に
優
良
技
術
者
の
表
彰
式
を
８
月
５
日
、
市
役
所
本
庁
舎
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
建
設
会
社
の
技
術
力
向
上
を
目
的
と
し
て
、
市

が
発
注
す
る
契
約
額
５
０
０
万
円
以
上
の
建
設
工
事
に
つ
い
て
、

品
質
や
出
来
栄
え
、
安
全
対
策
な
ど
総
合
的
に
評
価
す
る
工
事
成

績
評
定
点
が
82
点
以
上
（
満
点
１
０
０
点
）
の
成
績
を
収
め
た
工

事
の
施
工
業
者
お
よ
び
技
術
者
を
認
定
・
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

令
和
５
年
度
に
完
成
し
た
対
象
工
事
34
件
の
う
ち
、
優
れ
た
施

工
技
術
に
よ
り
認
定
基
準
を
満
た
し
た
２
社
を
「
優
良
建
設
工
事

施
工
業
者
」
と
し
て
認
定
し
、
工
事
を
担
当
し
た
技
術
者
３
人
を

「
優
良
技
術
者
」
と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。

　

認
定
制
度
を
創
設
し
た
平
成
20
年
度
か
ら
、
㈱
加
島
建
設
は
２

度
目
、
㈱
大
和
建
設
は
８
度
目
の
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

木
山
市
長
は
認
定
書
と
表
彰
状
を
手
渡
し
「
良
質
な
社
会
資
本

の
整
備
や
地
域
の
安
全
・
安
心
確
保
に
、
引
き
続
き
ご
尽
力
い
た

だ
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

市が発注した建設工事で優れた成績を収める
優良建設工事施工業者の認定、優良技術者の表彰

管財課

前
列
左
か
ら
㈱
加
島
建
設
代
表
取
締
役　

加
島
俊
次
さ
ん
、木
山
市
長
、㈱
大

和
建
設
代
表
取
締
役　

藤
原
由
雄
さ
ん

後
列
左
か
ら
㈱
加
島
建
設　

松
田 

誠
さ
ん
、㈱
大
和
建
設　

池
森
誠
治
さ

ん
、㈱
大
和
建
設　

松
浦
利
幸
さ
ん

　

庄
原
市
の
地
域
医
療
を
考
え
る
会

が
、「
市
民
公
開
講
座
」
を
庄
原
市
民

会
館
で
開
催
し
、
市
民
２
８
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
西
城
市
民
病
院
の

吉よ
し
み
つ光
成せ

い
じ児
医
師
が
「
睡
眠
時
無
呼
吸

症
候
群
」、
庄
原
赤
十
字
病
院
の
本ほ

ん
だ田

由ゆ

み美
医
師
が
「
腎
臓
病
」、
庄
原
赤
十

字
病
院
の
當と

う
て
ん天
賢よ

り
こ子
医
師
が
「
背
骨

の
病
気
」
に
つ
い
て
、
中
山
間
地
域
の

医
療
機
関
で
現
在
ど
の
よ
う
な
治
療

が
受
け
ら
れ
る
か
を
、
実
際
の
治
療

方
法
な
ど
を
基
に
、
分
か
り
や
す
く

解
説
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
分
か
り
や
す
く
説
明

し
て
下
さ
り
勉
強
に
な
っ
た
」「
病
院

が
身
近
に
な
っ
た
。
今
後
も
講
座
を

継
続
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

この地域でず～っと暮らしたい
市民公開講座

保健
医療課

左から當天医師、本田医師、吉光医師

ALTと英語で会話している生徒

東城会場で講演を行う須崎さん

庄原会場で講演を聞く参加者

　

市
は
原
爆
や
戦
争
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
、

平
和
の
尊
さ
や
戦
争
の
悲
惨
さ
を
後
世
に
伝
え
て

い
く
こ
と
を
目
的
に
、毎
年
、平
和
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
８
月
５
日
に
庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
、
８
日
に
市
役
所
東
城
支
所
で
開
催
し
、

「
被
爆
体
験
証
言
の
伝
承
講
話
」
と
し
て
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
被
爆
体
験
伝
承
者
（
庄
原
会
場

は
高た

か
お雄
勝か

つ
ひ
こ彦
さ
ん
、東
城
会
場
は
須す

ざ
き崎
早さ

な
え苗
さ
ん
）

が
写
真
や
絵
、
当
時
の
広
島
市
の
地
図
を
使
い
、

被
爆
者
か
ら
受
け
継
い
だ
、
原
爆
の
悲
惨
な
状
況

や
平
和
に
対
す
る
思
い
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
平
和
な
世
界
の
大
切
さ
を
き
ち
ん

と
理
解
し
て
い
く
こ
と
、
広
島
や
長
崎
の
こ
と
を

知
る
こ
と
が
戦
争
を
止
め
る
、
戦
争
を
し
な
い
こ

と
に
つ
な
が
る
と
感
じ
た
」「
毎
年
、
被
爆
体
験

を
聞
く
機
会
が
あ
り
、
平
和
の
あ
り
が
た
み
を
再

認
識
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

市
は
今
後
も
、
戦
争
や
原
爆
に
関
す
る
記
憶

や
平
和
へ
の
想
い
を
次
世
代
へ
継
承
し
て
い
く
た

め
、
平
和
啓
発
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

被爆者の思いを受け継ぐ
平和啓発セミナー

総務課
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みんなでみんなで応援応援
すくすくすくすく庄原庄原っ子っ子

子育て特集（11～18ページ）は、抜き出し
て別冊として使用できます。

特　集特　集

子供司書を目指して！
子供司書養成講座

犯罪や非行への理解を深める
第 74 回「社会を明るくする運動」庄原市推進大会

教育
指導課

市民
生活課

　

市
教
育
委
員
会
は
、
毎
年
、
市
内
小
学
５
・
６

年
生
の
希
望
者
を
対
象
に
「
子
供
司
書
」
養
成
講

座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、14
人
の
児
童
が
受
講
し
、７
月
20
日
に
、

第
１
回
目
の
講
座
と
し
て
「
全
体
研
修
」
を
行
い

ま
し
た
。

　

子
供
司
書
と
は
、
学
校
や
地
域
の
図
書
館
で
読

書
の
楽
し
さ
を
伝
え
、
周
り
の
友
達
に
読
書
を
好

き
に
な
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
活
動
を
す
る
、
子
ど

も
の
読
書
活
動
推
進
リ
ー
ダ
ー
の
こ
と
で
す
。

　

受
講
者
は
、
日
本
十
進
分
類
法
の
学
習
、
絵
本

の
読
み
語
り
の
練
習
、
ポ
ッ
プ
作
り
の
演
習
な
ど

に
、
熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
東
城
小
６
年
生
の
村む

ら
か
み上
隼は

や
と都
く
ん
は

「
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
す
る
工
夫
を
学
校
や
生

活
の
中
で
生
か
し
た
い
。
読
み
語
り
を
す
る
と
き

に
は
、
本
を
持
つ
姿
勢
に
気
を
付
け
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

養
成
講
座
で
は
、
12
月
ま
で
図
書
館
業
務
の
体

験
や
、
各
学
校
で
読
書
活
動
を
推
進
す
る
活
動
を

行
い
ま
す
。

　

活
動
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
２
月
に
県
教
育
委
員

会
か
ら
子
供
司
書
と
し
て
認
証
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

７
月
23
日
、
第
74
回
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
庄
原
市
推
進
大
会
を
、
庄
原
市
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
60
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
と
は
、
す

べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
犯

罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
安
全
で
安
心
な
明
る
い
地
域

社
会
を
築
く
た
め
の
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

開
会
式
で
は
、
広
島
保
護
観
察
所
の
古こ

が賀

正ま
さ
あ
き明
所
長
か
ら
大お

お
は
ら原
直ま

さ
き樹
副
市
長
へ
、
内
閣

総
理
大
臣
に
よ
る
同
運
動
の
推
進
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
少
年

補
導
協
助
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
青
少
年

育
成
指
導
者
の
行ゆ

き
ひ
ろ廣
典の

り
や也
さ
ん
に
よ
る
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

　

行
廣
さ
ん
は
、
近
年
の
ネ
ッ
ト
上
で
の
ト

ラ
ブ
ル
の
動
向
や
、
ス
マ
ホ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
の

上
手
な
付
き
合
い
方
に
つ
い
て
話
し
、
講
演

を
聞
い
た
参
加
者
は
「
今
日
の
話
を
家
族
や

知
り
合
い
に
も
伝
え
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

８
月
８
日
、
峰
田
小
学
校
が
板
橋
小
学
校
へ
統
合

す
る
こ
と
に
関
す
る
合
意
書
署
名
式
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
市
教
育
委
員
会
と
峰
田
小
学
校
保
護

者
、
本
村
自
治
振
興
区
、
峰
田
自
治
振
興
区
は
、
子

ど
も
た
ち
の
よ
り
良
い
教
育
環
境
を
整
え
る
た
め
、

峰
田
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
の
協
議
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
た
び
、
令
和
７
年
４
月
１
日

か
ら
板
橋
小
学
校
へ
統
合
す
る
こ
と
で
、
四
者
が
合

意
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、峰
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
熊く

ま
は
ら原
直な

お
み美
会
長
、

本
村
自
治
振
興
区
の
新し

ん
も
と元
匡ま

さ
な
お尚
区
長
、
峰
田
自
治
振

興
区
の
藤ふ

じ
な
が永
春は

る
の
ぶ信
区
長
、
牧ま

き
は
ら原
明あ

き
と人
教
育
長
が
出
席

し
、
合
意
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

　

熊
原
会
長
は
合
意
に
つ
い
て
「
時
間
を
か
け
て
意

見
を
交
わ
し
て
き
た
が
、
最
終
的
に
は
子
ど
も
た
ち

の
教
育
環
境
を
第
一
に
考
え
た
。
峰
田
小
学
校
が
無

く
な
る
の
は
寂
し
い
が
、
今
後
は
板
橋
小
学
校
で
多

く
の
子
ど
も
た
ち
と
学
び
合
い
、
た
く
ま
し
く
成
長

し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
話
し
ま
し

た
。

　

今
後
は
、

通
学
方
法
や

各
種
行
事
な

ど
、
関
係
者

で
協
議
・
調

整
を
行
い
、

統
合
に
向
け

た
準
備
を
進

め
て
い
き
ま

す
。

子どもたちのより良い教育環境を整備するため
峰田小学校が板橋小学校へ統合することに関する合意書署名式

教育
総務課

読み語りを練習する児童

左から牧原教育長、藤永区長、新元区長、熊原会長

講演する行廣さん
写真：総領子育て支援センターのイベント写真：総領子育て支援センターのイベント
　　　に参加した親子とスタッフの皆さん　　　に参加した親子とスタッフの皆さん
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市
は
、
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
よ

う
、
庄
原
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ほ
の
ぼ

の
ネ
ッ
ト
」
を
開
設
し
、
情
報
提
供
や
相
談
窓
口
を
一
本

化
し
て
い
ま
す
。
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て
、
保
健

師
や
助
産
師
、
保
育
士
、
社
会
福
祉
士
の
専
門
職
が
家
庭

訪
問
・
面
談
を
行
い
、
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
、
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
の
対
象
者
の
拡
大
や
電

子
母
子
手
帳
ア
プ
リ
「
庄
原
ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ
ト
ア
プ
リ
」

な
ど
、
子
育
て
世
帯
に
向
け
た
さ
ら
な
る
支
援
の
充
実
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
本
市
の
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
す
。

「
ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ
ト
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
４

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

切
れ
目
の
な
い
支
援
サ
ー
ビ
ス

市が提供している市が提供している支援支援をご紹介！をご紹介！ 　各支援の詳細は次ページから　各支援の詳細は次ページから
妊娠が分かったら

届出・健診

手当・
助成など

相談・
教室・

サポート

出産

妊娠届 出生届

新生児訪問

乳児一般
健康診査

３～４か月児
育児相談

６～８か月児
健康診査

１歳６か月児
健康診査

２歳児
歯科健康診査

３歳児
健康診査 ５歳児相談

産婦健康診査（２週間・１カ月）

定期予防接種　　　

母子健康
手帳交付

妊婦
健康診査

妊婦歯科
健康診査

パパママ
ひろば

産後ケア事業

放課後
児童クラブ

思春期講座・いのちの学習

放課後
子供教室

　　子育て支援センター

こども園（3カ月～）、保育所（６カ月～）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

赤ちゃんが
絵本に

触れ合う活動

乳児家庭
全戸訪問

妊婦
家庭訪問

出産
応援ギフト

チャイルドシート購入助成　　　　　

児童手当　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　

乳幼児等医療費助成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

出産祝金 子育て
応援ギフト 入学祝金入学祝金

離乳食教室

一時預かり  　　　　　　　　　　　         　　　　　　　　　　　　　

育児相談・子育て講座　　　　　 　　　　　　　　　　　         　　　　　　　　　　　　　

病児病後児保育（６カ月～）

ファミリーサポート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

産前サポート事業

産後１カ月 産後４カ月 ６～８カ月 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 小学生 中学生 高校生
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ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ
ト
の
助
産
師　

今い

ま

い井　

紗さ

や弥

妊
娠
届
・
母
子
健
康
手
帳　

の
交
付

　

妊
娠
が
分
か
っ
た
ら
、
市
へ
妊

妊
娠
が
分
か
っ
た
ら
、
市
へ
妊

娠
届
を
提
出
し
、
母
子
健
康
手
帳

娠
届
を
提
出
し
、
母
子
健
康
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
は
、
電

　

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
は
、
電

子
母
子
手
帳
ア
プ
リ
に
よ
る
事
前

子
母
子
手
帳
ア
プ
リ
に
よ
る
事
前

の
予
約
が
必
要
で
す
。

の
予
約
が
必
要
で
す
。

出
生
届

出
生
届　　

　

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ら
、
病

　

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ら
、
病

院
で
出
生
証
明
書
（
出
生
届
）
を

院
で
出
生
証
明
書
（
出
生
届
）
を

受
け
取
り
、
生
ま
れ
た
日
を
含
め

受
け
取
り
、
生
ま
れ
た
日
を
含
め

てて
1414
日
以
内
に
、
市
に
提
出
し
て

日
以
内
に
、
市
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い
。

出
産
祝
金

出
産
祝
金

　

赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
を
祝
福
す
る

　

赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
を
祝
福
す
る

と
と
も
に
健
や
か
な
育
成
を
願
う

と
と
も
に
健
や
か
な
育
成
を
願
う

た
め
、
保
護
者
に
対
し
て
出
産
祝

た
め
、
保
護
者
に
対
し
て
出
産
祝

金
を
支
給
し
ま
す
。

金
を
支
給
し
ま
す
。

※
支
給
要
件
あ
り

※
支
給
要
件
あ
り

支
給
額

支
給
額

▪
第
１
子
・
第
２
子　

▪
第
１
子
・
第
２
子　

1010
万
円
万
円

▪
第
３
子
以
降　

▪
第
３
子
以
降　

2525
万
円
万
円

申
請
期
間

申
請
期
間

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
か
ら
起
算

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
か
ら
起
算

妊
婦
健
康
診
査　
　
　
　
　

妊
婦
健
康
診
査　
　
　
　
　

妊
婦
歯
科
健
康
診
査

妊
婦
歯
科
健
康
診
査

　

母
子
健
康
手
帳
を
交
付
す
る
際

　

母
子
健
康
手
帳
を
交
付
す
る
際

に
「
妊
婦
健
診
の
受
診
券
（

に
「
妊
婦
健
診
の
受
診
券
（
1414
回回

分
）」
と
「
妊
婦
歯
科
健
康
診
査

分
）」
と
「
妊
婦
歯
科
健
康
診
査

受
診
券
」
を
交
付
し
ま
す
。
受
診

受
診
券
」
を
交
付
し
ま
す
。
受
診

券
が
あ
れ
ば
、
健
診
費
用
の
助
成

券
が
あ
れ
ば
、
健
診
費
用
の
助
成

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
妊
婦
健
診
の
受
診
券
は
、

　

ま
た
、
妊
婦
健
診
の
受
診
券
は
、

県
内
の
医
療
機
関
で
使
用
す
る
こ

県
内
の
医
療
機
関
で
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
妊
婦
歯
科
健
康
診
査
は

　

な
お
、
妊
婦
歯
科
健
康
診
査
は

市
外
の
医
療
機
関
を
希
望
す
る
場

市
外
の
医
療
機
関
を
希
望
す
る
場

合
、
妊
婦
健
診
は
県
外
へ
里
帰
り

合
、
妊
婦
健
診
は
県
外
へ
里
帰
り

を
す
る
場
合
、
相
談
し
て
く
だ
さ

を
す
る
場
合
、
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
い
。妊

婦
家
庭
訪
問

妊
婦
家
庭
訪
問

　

妊
娠
８
カ
月
以
降
の
人
を
対
象

　

妊
娠
８
カ
月
以
降
の
人
を
対
象

に
、
保
健
師
や
助
産
師
な
ど
が
家

に
、
保
健
師
や
助
産
師
な
ど
が
家

庭
訪
問
を
行
い
ま
す
。

庭
訪
問
を
行
い
ま
す
。

　

妊
娠
中
、
不
安
に
思
っ
た
こ
と

　

妊
娠
中
、
不
安
に
思
っ
た
こ
と

や
悩
み
、
子
育
て
の
準
備
に
つ
い

や
悩
み
、
子
育
て
の
準
備
に
つ
い

て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

し
て
し
て
6060
日
以
内

日
以
内

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト　
　
　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト　
　
　

購
入
助
成

購
入
助
成

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
購
入
費

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
購
入
費

用
を
助
成
し
ま
す
。

用
を
助
成
し
ま
す
。

※
支
給
要
件
あ
り

※
支
給
要
件
あ
り

助
成
額

助
成
額

購
入
額
の
３
分
の
１

購
入
額
の
３
分
の
１

（
限
度
額
５
千
円
）

（
限
度
額
５
千
円
）

児
童
手
当

児
童
手
当

　

０
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
（

　

０
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
（
1515
歳歳

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月

3131
日
）
ま
で
の
子
ど
も
を
養
育
し

日
）
ま
で
の
子
ど
も
を
養
育
し

て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で

て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。
す
。

　

出
生
日
の
翌
日
か
ら

　

出
生
日
の
翌
日
か
ら
1515
日
以
内

日
以
内

に
、
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

に
、
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
い
。

支
給
額
（
月
額
）

支
給
額
（
月
額
）

▪
３
歳
未
満　

１
万
５
千
円

▪
３
歳
以
上
、
小
学
校
修
了
前　

　

１
万
円

　
（
第
３
子
以
降
１
万
５
千
円
）

▪
中
学
生　

１
万
円

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

思
い
や
り
駐
車
場

思
い
や
り
駐
車
場

　

妊
娠
７
カ
月
か
ら
出
産
後
２
年

　

妊
娠
７
カ
月
か
ら
出
産
後
２
年

ま
で
の
間
、
思
い
や
り
駐
車
場
を

ま
で
の
間
、
思
い
や
り
駐
車
場
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
利

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
利

用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
申
請
が

用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
申
請
が

必
要
で
す
。

必
要
で
す
。

産
前
サ
ポ
ー
ト
事
業

産
前
サ
ポ
ー
ト
事
業

　

妊
娠
中
に
市
が
委
託
し
た
医
療

　

妊
娠
中
に
市
が
委
託
し
た
医
療

機
関
な
ど
の
助
産
師
が
訪
問
し
、

機
関
な
ど
の
助
産
師
が
訪
問
し
、

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
の
不
安
や
、

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
の
不
安
や
、

心
身
の
不
調
に
関
す
る
相
談
に
応

心
身
の
不
調
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

じ
ま
す
。

出
産
・
子
育
て
応
援
ギ
フ
ト

出
産
・
子
育
て
応
援
ギ
フ
ト

　

妊
娠
届
時
の
面
談
後
と
、
出
生

　

妊
娠
届
時
の
面
談
後
と
、
出
生

届
後
の
新
生
児
訪
問
を
実
施
し
た

届
後
の
新
生
児
訪
問
を
実
施
し
た

後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
５
万
円
相
当
額

後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
５
万
円
相
当
額

の
ク
ー
ポ
ン
を
支
給
し
ま
す
。
出

の
ク
ー
ポ
ン
を
支
給
し
ま
す
。
出

産
・
子
育
て
関
連
の
商
品
や
サ
ー

産
・
子
育
て
関
連
の
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
と
交
換
で
き
ま
す
。

ビ
ス
と
交
換
で
き
ま
す
。

パ
パ
マ
マ
ひ
ろ
ば

パ
パ
マ
マ
ひ
ろ
ば

　

生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
お

　

生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
お

父
さ
ん
と
、
お
母
さ
ん
を
対
象
に

父
さ
ん
と
、
お
母
さ
ん
を
対
象
に

し
た
子
育
て
講
座
で
す
。

し
た
子
育
て
講
座
で
す
。

　　

市
の
保
健
師
や
助
産
師
、
栄
養

士
、
庄
原
赤
十
字
病
院
の
助
産
師

が
講
師
と
な
り
「
赤
ち
ゃ
ん
の
抱

「
赤
ち
ゃ
ん
の
抱

き
方
や
お
風
呂
の
入
れ
方
」「
助

き
方
や
お
風
呂
の
入
れ
方
」「
助

乳
幼
児
医
療
費
の
助
成

　

対
象
と
な
る
子
ど
も
に
対
し

て
、
医
療
機
関
（
全
科
・
入
院
・

通
院
）
で
支
払
う
自
己
負
担
相
当

額
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

助
成
内
容

　

１
医
療
機
関
に
つ
き
、
１
日

５
０
０
円
を
超
え
る
医
療
費
を
助

成
し
ま
す
。

※
５
０
０
円
に
満
た
な
い
と
き
は

そ
の
額
が
支
払
額
と
な
り
ま
す
。

対
象
者

０
歳
か
ら
18
歳
到
達
の
年
度
末
ま

で
の
子
ど
も

産
婦
健
康
診
査

　

母
子
健
康
手
帳
と
一
緒
に
交
付

す
る
「
産
婦
健
康
診
査
受
診
券
」

で
、
産
後
２
週
間
と
１
カ
月
の
健

診
費
用
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

里
帰
り
で
県
外
の
医
療
機
関
を

希
望
す
る
場
合
は
、
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

赤
ち
ゃ
ん

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ら

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

私
た
ち
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　

ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ
ト
で
は
、
妊
娠

中
か
ら
出
産
、
子
育
て
ま
で
、
赤

ち
ゃ
ん
や
ご
家
族
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
、
保
健
師
や
保
育

士
、
社
会
福
祉
士
、
助
産
師
な
ど

が
連
携
し
、
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

　

妊
娠
、
出
産
、
育
児
は
楽
し
い

ば
か
り
で
は
な
く
、
辛
い
事
が
あ

っ
た
り
、
不
安
を
感
じ
た
り
す
る

な
ど
、
悩
み
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

思
い
通
り
に
な
ら
な
い
こ
と
に

妊
娠
妊
娠
が
分
か
っ
た
ら

【妊婦届・母子健康手帳の交付の窓口】
交付場所 とき 問い合わせ

保健医療課
母子保健係

原則毎月第１・第３月曜日
（祝日を除く）

８時 30 分～ 17 時 15 分 保健医療課母子保健係
☎ 0824-73-1214

庄原ひだまり広場
（こども未来広場内）

毎月第２土曜日
10 時～ 12 時

東城支所
原則毎月第２・第４月曜日

（祝日を除く）
10 時～ 12 時

東城支所地域振興室
☎ 08477-2-5131

産
師
に
よ
る
個
別
相
談
」「
お
父

産
師
に
よ
る
個
別
相
談
」「
お
父

さ
ん
の
妊
婦
体
験
」「
栄
養
士
に

さ
ん
の
妊
婦
体
験
」「
栄
養
士
に

よ
る
栄
養
相
談
」
な
ど
を
行
い
ま

よ
る
栄
養
相
談
」
な
ど
を
行
い
ま

す
。
す
。
専
門
職
の
職
員
が
妊
娠
中
や

妊
娠
中
や

出
産
後
の
不
安
・
悩
み
な
ど
の
相

出
産
後
の
不
安
・
悩
み
な
ど
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

談
に
応
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
参
加
者
同
士
の
情
報
交

　

ま
た
、
参
加
者
同
士
の
情
報
交

換
な
ど
も
行
い
、
い
ろ
ん
な
体
験

換
な
ど
も
行
い
、
い
ろ
ん
な
体
験

談
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

談
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

産
後
ケ
ア
事
業

　

市
が
委
託
し
た
医
療
機
関
な
ど

へ
の
宿
泊
や
日
帰
り
利
用
、
ま
た

は
助
産
師
が
訪
問
し
、
産
婦
の
体

調
管
理
や
赤
ち
ゃ
ん
の
ケ
ア
、
授

乳
指
導
や
育
児
相
談
な
ど
を
行
い

ま
す
。

対
象
者

本
市
に
住
所
が
あ
る
産
後
１
年
未

満
の
産
婦
と
赤
ち
ゃ
ん

料
金

▪
訪
問
型　

６
２
５
円

▪
日
帰
り
型　

１
８
７
５
円

▪
宿
泊
型　

７
５
０
０
円

※
詳
し
い
内
容
は
、
ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ
ト
（
☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
４
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
内
容
は
、
ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ
ト
（
☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
４
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

直
面
し
、
親
と
し
て
の
自
信
を
無

く
す
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

そ
ん
な
時
に
相
談
で
き
る
人
の

一
人
と
し
て
、
私
た
ち
の
こ
と
を

思
い
浮
か
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
や
ご
家
族

の
持
っ
て
い
る
力
を
信
じ
、
サ
ポ

ー
ト
し
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
を
聞
い
て
も
い

い
の
か
な
」「
こ
ん
な
相
談
は
恥

ず
か
し
い
」
と
思
わ
ず
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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保
健
師　

内な
い
と
う藤　

未み

な菜
左から小

お だ

田慎
し ん た ろ う

太郎さん・さくらちゃ
ん・湊

そ う た ろ う

太郎くん・拓
た く み

未さん

丸
まるいい

飯千
ち ゆ き

恭さん・遥
は る と

斗くん

新
生
児
聴
覚
検
査

　

出
産
・
入
院
時
に
赤
ち
ゃ
ん
の

　

出
産
・
入
院
時
に
赤
ち
ゃ
ん
の

聴
覚
検
査
を
行
い
ま
す
。

聴
覚
検
査
を
行
い
ま
す
。

　

母
子
健
康
手
帳
を
交
付
し
た
際

　

母
子
健
康
手
帳
を
交
付
し
た
際

に
交
付
し
た
受
診
票
を
提
示
す
る

に
交
付
し
た
受
診
票
を
提
示
す
る

こ
と
で
、
検
査
費
用
の
一
部
を
補

こ
と
で
、
検
査
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。
た
だ
し
自
動
Ａ
Ｂ
Ｒ

助
し
ま
す
。
た
だ
し
自
動
Ａ
Ｂ
Ｒ

に
よ
る
検
査
に
限
り
ま
す
。（
上

に
よ
る
検
査
に
限
り
ま
す
。（
上

限
５
５
４
０
円
）

限
５
５
４
０
円
）

新
生
児
訪
問（
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
）

　

保
健
師
が
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
家

　

保
健
師
が
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
家

庭
を
訪
問
し
ま
す
。

庭
を
訪
問
し
ま
す
。

　

出
生
後
１
カ
月
～
２
カ
月
の
間

　

出
生
後
１
カ
月
～
２
カ
月
の
間

に
訪
問
し
、
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
な

に
訪
問
し
、
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
な

ど
を
測
定
し
た
り
、
育
児
相
談
に

ど
を
測
定
し
た
り
、
育
児
相
談
に

応
じ
た
り
し
ま
す
。

応
じ
た
り
し
ま
す
。

乳
児
家
庭
全
戸
訪
問　
　
　

乳
児
家
庭
全
戸
訪
問　
　
　

（
出
産
お
祝
い
訪
問
）　

（
出
産
お
祝
い
訪
問
）　

　

出
生
後
３
～
４
カ
月
を
目
途
に

　

出
生
後
３
～
４
カ
月
を
目
途
に

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
家
庭
を
訪

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
家
庭
を
訪

問
し
ま
す
。

問
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
情
報
を
お
知
ら
せ

　

子
育
て
支
援
情
報
を
お
知
ら
せ

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園　
　

地
域
型
保
育
事
業
所
・
幼
稚
園

　

保
育
所
な
ど
の
利
用
を
新
た
に

　

保
育
所
な
ど
の
利
用
を
新
た
に

希
望
す
る
人
は
、
保
育
を
必
要
と

希
望
す
る
人
は
、
保
育
を
必
要
と

す
る
認
定
な
ど
を
受
け
る
必
要
が

す
る
認
定
な
ど
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

あ
り
ま
す
。

　

新
規
入
所
の
手
続
き
や
提
出
書

　

新
規
入
所
の
手
続
き
や
提
出
書

類
な
ど
、
詳
し
い
内
容
は
、
市
ホ

類
な
ど
、
詳
し
い
内
容
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
い
。

※
幼
稚
園
の
入
園
は
、
幼
稚
園
に

※
幼
稚
園
の
入
園
は
、
幼
稚
園
に

直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

保
育
所
・
認
定
こ

　

保
育
所
・
認
定
こ

ど
も
園
・
地
域
型
保

ど
も
園
・
地
域
型
保

育
事
業
の
詳
し
い
内

育
事
業
の
詳
し
い
内

容
は
こ
ち
ら

容
は
こ
ち
ら

▼
幼
稚
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
幼
稚
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

幼
稚
園
の
詳
し
い

　

幼
稚
園
の
詳
し
い

内
容
は
こ
ち
ら

内
容
は
こ
ち
ら

し
た
り
、
育
児
相
談
に
応
じ
た
り

し
た
り
、
育
児
相
談
に
応
じ
た
り

し
ま
す
。

し
ま
す
。

予
防
接
種　

予
防
接
種　

　

子
ど
も
を
病
気
か
ら
守
る
た

　

子
ど
も
を
病
気
か
ら
守
る
た

め
、
適
切
な
時
期
に
予
防
接
種
を

め
、
適
切
な
時
期
に
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

受
け
ま
し
ょ
う
。

　

予
防
接
種
券
は
、
新
生
児
訪
問

　

予
防
接
種
券
は
、
新
生
児
訪
問

の
際
に
お
渡
し
し
ま
す
。
任
意
の

の
際
に
お
渡
し
し
ま
す
。
任
意
の

予
防
接
種
は
、
医
療
機
関
で
個
別

予
防
接
種
は
、
医
療
機
関
で
個
別

に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

充
実
し
た
保
育
保
育
・
支
援
制
度

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
は
、
育

児
の
支
援
を
受
け
た
い
人
（
依
頼

会
員
）
と
育
児
の
支
援
を
し
た
い

人
（
提
供
会
員
）
が
会
員
と
な

り
、
安
心
し
て
子
育
て
を
す
る
た

め
の
相
互
援
助
活
動
（
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）
で
す
。

　

必
要
に
応
じ
て
子
ど
も
の
預
か

り
な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
象　
０
歳
～
小
学
６
年
生

病
児
・
病
後
児
保
育

　

病
児
（
病
気
の
回
復
に
は
至
っ

て
い
な
い
が
当
面
症
状
の
急
変
の

お
そ
れ
の
な
い
子
ど
も
）
と
、
病

後
児
（
病
気
回
復
期
に
あ
る
子
ど

も
）
を
、
集
団
保
育
な
ど
が
難
し

い
期
間
、一
時
的
に
預
か
り
ま
す
。

対
象
施
設　

▼
わ
ら
べ
保
育
室

▼
小
奴
可
病
後
児
保
育
室
ケ
ア

ル
ー
ム
「
ど
ん
ぐ
り
」

▼
保
育
所
（
西
城
・
東
城
・
高

野
・
総
領
※
各
保
育
所
入
所
児
童

の
み
）

親
子
の
健
康

育
児
の
サ
ポ
ー
ト

【一時預かりの内容】

実施場所 利用日 料金 申し込み

市内の保育所
月～土曜日

（12 月 29 日～１月
３日を除く）

300 円 / 時間
児童福祉課
児童福祉係
☎ 0824-73-1192

ジョイフル
子育て支援セ
ンター

月曜日、水～日曜
日

（12 月 29 日～１月
３日を 除く）

300 円 / 時間
ジョイフル
子育て支援センター
☎ 0824- 72-7205

絵
本
訪
問

絵
本
訪
問

　

未
就
園
児
が
い
る
家
庭
を
訪
問

　

未
就
園
児
が
い
る
家
庭
を
訪
問

し
、
絵
本
の
紹
介
や
貸
し
出
し
、

し
、
絵
本
の
紹
介
や
貸
し
出
し
、

読
み
聞
か
せ
、
触
れ
合
い
遊
び
を

読
み
聞
か
せ
、
触
れ
合
い
遊
び
を

行
い
ま
す
。

行
い
ま
す
。

運
動
発
達
相
談

　

子
ど
も
の
運
動
面
に
つ
い
て
、

西
城
市
民
病
院
の
理
学
療
法
士
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

一
時
預
か
り

一
時
預
か
り

　

市
内
に
住
所
が
あ
る
子
ど
も

　

市
内
に
住
所
が
あ
る
子
ど
も

で
、
保
護
者
の
傷
病
や
入
院
、
勤

で
、
保
護
者
の
傷
病
や
入
院
、
勤

務
形
態
な
ど
か
ら
、
継
続
的
な
家

務
形
態
な
ど
か
ら
、
継
続
的
な
家

庭
で
の
育
児
が
困
難
と
な
り
一
時

庭
で
の
育
児
が
困
難
と
な
り
一
時

的
な
保
育
が
必
要
な
場
合
、
定
員

的
な
保
育
が
必
要
な
場
合
、
定
員

の
範
囲
内
で
受
け
入
れ
を
行
い
ま

の
範
囲
内
で
受
け
入
れ
を
行
い
ま

す
。
す
。

乳
幼
児
健
康
診
査
・
育
児
相
談

乳
幼
児
健
康
診
査
・
育
児
相
談

　

子
ど
も
の
体
の
発
育
や
精
神
の

　

子
ど
も
の
体
の
発
育
や
精
神
の

発
達
の
確
認
、
病
気
の
早
期
発
見

発
達
の
確
認
、
病
気
の
早
期
発
見

な
ど
、
健
康
に
育
っ
て
い
る
か
を

な
ど
、
健
康
に
育
っ
て
い
る
か
を

確
認
し
ま
す
。

確
認
し
ま
す
。

　

ま
た
保
護
者
も
含
め
た
心
理
面

　

ま
た
保
護
者
も
含
め
た
心
理
面

や
、
育
児
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

や
、
育
児
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

５
歳
児
（
年
中
児
）
相
談

５
歳
児
（
年
中
児
）
相
談

　

相
談
を
希
望
す
る
５
歳
児
と
保

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
子

育
て
家
庭
や
地
域
の
皆
さ
ん
が
気

軽
に
集
い
、
交
流
が
で
き
る
場
所

で
す
。

　

子
ど
も
と
一
緒
に
ゆ
っ
く
り
過

ご
し
、
イ
ベ
ン
ト
や
サ
ー
ク
ル
活

動
も
楽
し
め
ま
す
。

　

ま
た
、
い
つ
で
も
相
談
で
き
る

ス
タ
ッ
フ
が
、
皆
さ
ん
の
子
育
て

を
応
援
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
は
、
ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ
ト
（
☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
４
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
内
容
は
、
ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ
ト
（
☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
４
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

各
支
援
セ
ン
タ
ー
の
詳
し
い
内

容
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　

子
育
て
の
悩
み
を
相
談
す
る
時

や
、
子
ど
も
を
遊
ば
せ
る
時
に
よ

く
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

支
援
セ
ン
タ
ー
で
遊
ん
で
い
る

と
き
に
、
子
ど
も
が
お
も
ち
ゃ
を

友
達
に
譲
っ
て
い
て
、
こ
こ
で
思

い
や
り
を
学
ん
で
く
れ
た
の
が
、

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

子
ど
も
が
生
後
２
カ
月
く
ら
い

の
時
か
ら
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、
お
も
ち

ゃ
や
絵
本
が
た
く
さ
ん
あ
る
の

で
、
子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
く
遊

ん
で
い
ま
す
。

　

い
ろ
ん
な
お
母
さ
ん
と
友
達
に

な
れ
て
、
子
育
て
の
話
が
で
き
た

り
、
悩
み
を
共
有
で
き
た
り
す
る

と
こ
ろ
も
い
い
所
で
す
。

育
児
の
不
安
・
悩
み
が
あ
る

時
は

　

市
は
、
成
長
の
節
目
に
応
じ
て

乳
幼
児
健
診
や
育
児
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

健
診
や
育
児
相
談
は
、
子
ど
も

の
成
長
・
発
達
を
確
認
で
き
る
だ

け
で
は
な
く
、
病
気
な
ど
を
早
く

見
つ
け
、
対
応
す
る
た
め
に
と
て
も

重
要
で
す
。　

　

ま
た
、
保
健
師
を
含
め
多
職
種

が
関
わ
り
実
施
し
て
い
る
の
で
、
子

育
て
に
限
ら
ず
、
何
か
心
配
な
こ

と
や
不
安
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
遠

慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

必
要
が
あ
れ
ば
相
談
の
場
を
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
一
緒
に
考

え
、
良
い
方
向
に
向
か
う
よ
う
、
お

手
伝
い
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
一
緒

に
見
守
っ
て
い
け
た
ら
、
う
れ
し
い

で
す
。

護
者
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
発
達
を
専
門
に
す
る

相
談
員
が
、
簡
単
な
検
査
や
相
談

を
行
い
、
子
ど
も
の
成
長
を
一
緒

に
考
え
ま
す
。

事
後
相
談

事
後
相
談

　

子
ど
も
の
言
葉
の
発
達
や
理
解

な
ど
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
発
達

を
専
門
に
す
る
相
談
員
が
、
相
談

や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
い
ま

す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

利
用
者
の
声
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入
学
祝
金

　

市
は
、
小
学
校
、
中
学
校
、
特

市
は
、
小
学
校
、
中
学
校
、
特

別
支
援
学
校
小
学
部
・
中
学
部
に

別
支
援
学
校
小
学
部
・
中
学
部
に

入
学
し
た
児
童

入
学
し
た
児
童••

生
徒
を
祝
い
、

生
徒
を
祝
い
、

健
全
な
育
成
を
支
援
す
る
た
め
、

健
全
な
育
成
を
支
援
す
る
た
め
、

入
学
祝
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

入
学
祝
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

支
給
額

支
給
額

一
人
に
つ
き
３
万
円

一
人
に
つ
き
３
万
円

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課
総
務
係

教
育
総
務
課
総
務
係

☎
０
８
２
４
‐

☎
０
８
２
４
‐
7373
‐
１
１
８
２

‐
１
１
８
２

就
学
援
助

就
学
援
助

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が

困
難
な
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
に

困
難
な
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
に

対
し
、
学
校
で
か
か
る
費
用
の
一

対
し
、
学
校
で
か
か
る
費
用
の
一

部
を
援
助
し
ま
す
。

部
を
援
助
し
ま
す
。

援
助
の
種
類

援
助
の
種
類

学
用
品
費
、新
入
学
学
用
品
費（
新

小
、
中
学
1
年
生
の
み
）、
修
学

旅
行
費
、
給
食
費
、
校
外
活
動
費
、

医
療
費
（
特
定
疾
患
）　

な
ど

申
し
込
み

　

入
学
・
在
学
す
る
各
学
校
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。 小

学
生

小
学
生
に
な
っ
た
ら

「
ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ
ト
」
へ
の  

相
談
・
連
絡
は
こ
ち
ら

基
幹
セ
ン
タ
ー

市
役
所
本
庁
舎
２
階

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
４

サ
テ
ラ
イ
ト

西
城
支
所
地
域
振
興
室

☎
０
８
２
４
‐
82
‐
２
２
０
２

東
城
支
所
地
域
振
興
室

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
３
１

口
和
支
所
地
域
振
興
室

☎
０
８
２
４
‐
87
‐
２
１
１
２

高
野
支
所
地
域
振
興
室

☎
０
８
２
４
‐
86
‐
２
１
１
５

比
和
支
所
地
域
振
興
室

☎
０
８
２
４
‐
85
‐
３
０
０
１

総
領
支
所
地
域
振
興
室

☎
０
８
２
４
‐
88
‐
３
０
６
３

　

電
子
母
子
手
帳
ア
プ
リ
を
使
え

ば
、
事
前
に
健
診
の
問
診
票
な
ど

を
入
力
可
能
。
ま
た
子
育
て
イ
ベ

ン
ト
を
随
時
紹
介
、

予
約
可
能
。

不
登
校
や
子
育
て
の
悩
み•

学

校
生
活
な
ど
の
相
談
窓
口

　

市
は
、
子
ど
も
や
保
護
者
の
悩

み
や
相
談
に
応
じ
る
た
め
、
相
談

員
を
配
置
し
て
、
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
学
校
教
育
専
門
員
・
学
校
生
活  

　
安
全
相
談
員

　

問
題
を
抱
え
た
児
童
生
徒
に
対

す
る
指
導
・
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
教
育
交
流
教
室
「
つ
ば
さ
」

　

子
ど
も
の
学
校
で
の
悩
み
や
、

相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
不
登

校
児
童
生
徒
の
学
校
へ
の
復
帰
に

向
け
て
、
学
習
指
導
や
自
学
自
習

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

保
護
者
の
子
育
て
の
悩
み
・
相
談

に
も
応
じ
ま
す
。

と
き

毎
週
月
～
金
曜
日　

９
時
30
分
～
15
時
15
分

と
こ
ろ

庄
原
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
２

階
（
三
日
市
町
20
番
13
号
）

申
し
込
み
方
法

　

通
室
を
希
望
す
る
場
合
は
、
各

学
校
の
担
当
者
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
訪
問
支
援
員

　

不
登
校
児
童
生
徒
の
学
校
復
帰

に
向
け
て
、
家
庭
訪
問
な
ど
を
行

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
４

特
別
支
援
学
校

　

障
害
の
あ
る
子
ど
も
が
、自
分

の
持
つ
能
力
や
可
能
性
を
伸
ば
す

た
め
に
、さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
と
配

慮
の
も
と
、き
め
細
や
か
な
教
育

を
行
う
学
校
で
す
。

　

市
内
に
は
、広
島
県
立
庄
原
特

別
支
援
学
校
が
あ
り
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ　
　
　

放
課
後
子
供
教
室

　

小
学
校
の
放
課
後
や
長
期
休
業

日
な
ど
に
、保
護
者
が
家
に
い
な
い

家
庭
の
子
ど
も
が
遊
び
や
生
活
を

す
る
場
で
す
。

対
象
者　

小
学
生

開
設
日
・開
設
時
間

▼
平
日
（
学
校
開
校
日
）

下
校
時
～
18
時
30
分

※
一
部
は
、開
設
時
間
が
異
な
り

ま
す
。詳
し
く
は
各
施
設
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
土
曜
日
、学
校
休
業
日
、長
期
休

　
業
な
ど

８
時
～
18
時
30
分

※
放
課
後
子
供
教
室
は
、土
曜
日

は
閉
所

※
一
部
は
、開
設
時
間
が
異
な
り

ま
す
。詳
し
く
は
各
施
設
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法

　

入
会
の
手
続
き
や
提
出
書
類
な

　

入
会
の
手
続
き
や
提
出
書
類
な

ど
、
詳
し
い
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム

ど
、
詳
し
い
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
放
課
後
児

　

ま
た
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
に
は
加
入

童
ク
ラ
ブ
に
は
加
入

要
件
が
あ
り
ま
す
。

要
件
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
は
、
ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ
ト
（
☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
４
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
※
小
学
校
の
内
容
は
、
各
問
い
合
わ
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

　統計調査は、国内の人口・社会・経済などの実態を正確に把握し、私たちの社会をより良くするため
の基礎資料となる大切な調査です。統計調査によって得られたデータは国や地方公共団体だけでなく、
民間企業や大学などさまざまな場所で利用されています。
　各統計調査で、ご自宅に統計調査員が伺いましたら、調査へのご協力をよろしくお願いします。

基幹統計調査にご協力をお願いします
行政管理課広報統計係　☎0824-73-1159

　家計における消費、所得、資産及び負債の実態を総
合的に把握し、世帯の所得分布および消費の水準、構
造などを全国的および地域別に明らかにすることを目
的とする調査です。
調査区域　
総務大臣が指定した区域
調査対象　
総務大臣が定める方法により、市が
選定する世帯

　国内の人口と世帯の実態を把握し、各種行政施策そ
の他の基礎資料を得ることを目的とする国の最も重要
な統計調査です。調査の結果は、法律の基準や行政施
策の基礎資料、民間企業の事業展開など、さまざまな
分野で利用されます。
調査区域　　
市内全域
調査対象
市内全ての人と世帯

　統計調査を行う上で、統計調査員が果たす役割はとても大きく、その協力は不可欠です。本市では各統計調査
の実施に向け、これまでに実績のある人や自治会で紹介いただいた人などに統計調査員の依頼を行っています。
　本市より統計調査員の依頼がありましたら、ぜひご協力をよろしくお願いします。

　国勢統計や総務大臣が指定した重要な統計（基幹統計）を作成するために行われる統計調査です。国勢調査を
始め、経済センサス、農林業センサスなど国民に広く知られた大規模な統計調査のほとんどは基幹統計調査です。
　また、基幹統計調査の対象者は、統計法に基づき報告の義務があり、申告拒否や虚偽申告に対しては罰則が定
められています。

　我が国の農林業の生産構造や就業構造、農山村地域
における土地資源など農林業・農山村の基本構造の実
態とその変化を明らかにし、 農林業施策の企画・立案・
推進のための基礎資料となる統計を作成し、提供する
ことを目的に行う調査です。
調査区域　
市内全域
調査対象　　
市内全ての農林業経営体

　我が国の全産業分野における事業所・企業の経済活
動の実態を全国および地域別に明らかにするととも
に、事業所および企業を調査対象とする各種統計調査
の母集団情報を得ることを目的とする調査です。
調査区域
市内全地域
調査対象
市内全ての事業所および企業

全国家計構造調査

国勢調査 経済センサス（活動調査）

農林業センサス

 今後行われる主な統計調査 今後行われる主な統計調査

 統計調査員が必要です 統計調査員が必要です

 基幹統計調査とは 基幹統計調査とは

調査基準日調査基準日
令和７年令和７年
２月1日２月1日

調査基準日調査基準日
令和７年令和７年
10月１日10月１日

調査基準日調査基準日
令和８年令和８年
６月１日６月１日

調査基準日調査基準日
令和６年令和６年

10月～11月10月～11月
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※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

人 権 相 談

庄原 10月１日㈫・15日㈫
13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 広島法務局三次支局
☎0824-62-5070

西城 10月10日㈭13時30分～15時30分 西城支所
高野 10月８日㈫13時～15時 高野支所
比和 10月１日㈫13時30分～15時30分 比和自治振興センター
総領 10月９日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 10月17日㈭13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

西城 10月17日㈭13時30分～15時30分 西城支所 西城支所市民生活係
☎0824-82-2124

東城 10月17日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

口和 ９月27日㈮９時30分～11時30分 口和保健福祉センター 口和支所市民生活係
☎0824-87-2112

高野 10月８日㈫13時～15時 高野支所 高野支所市民生活係
☎0824-86-2115

比和 10月１日㈫13時30分～15時30分 比和自治振興センター 比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

総領 10月９日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
庄原 10月４日㈮13時～16時 庄原市ふれあいセンター

広島弁護士会による
無料相談。要予約。

広島弁護士会
☎0120-969-214　東城 10月18日㈮13時～16時 東城支所

高野 ９月20日㈮13時～16時 高野支所

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～16時

児童福祉課あんしん支援
係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

妊 娠・ 出 産
子育ての相談

毎週月～金（祝日・年末年始除く）
８時30分～17時15分

子育て世代包括支援センター
ほのぼのネット

（市役所本庁舎２階）
助産師・保健師
保育士・社会福祉士

子育て世代包括支援センター
☎0824-73-1214

認知症カフェ

西城 「コスモスカフェ」
10月３日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館） 相談・情報交換

参加費100 円

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城 「おれんじカフェ・ええ塩
あんばい

梅」
９月24日㈫13時30分～14時30分 東城支所 東城支所保健福祉係

☎08477-2-5131

高野
「ほっとカフェ」

９月20日㈮・10月18日㈮
10時～12時

下高自治振興センター 相談・情報交換
参加費なし

高野支所市民生活係
☎0824-86-2115

比和 「あしたのカフェ」
10月15日㈫13時30分～15時 森脇地域自治集会所 相談・情報交換

参加費100 円
比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

障害者相談員
定 期 相 談 会 比和 10月１日㈫９時30分～12時 比和ふれあいセンター 身体・知的障害者相談

員
社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

療 育 手 帳
巡 回 判 定 会 庄原 10月10日㈭10時～16時 市役所本庁舎１階相談室 １カ月前までに要予約

社会福祉法人
広島県福祉事業団
☎082-400-9010

身 体 障 害 者
補装具判定会 聴覚 10月８日㈫13時～13時45分 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ １週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

心の健康相談
庄原 10月15日㈫13時～14時30分 広島県北部保健所

三次市十日市東４-６-１ 精神科医師による無料
相談。事前予約が必要。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5185

西城 ９月25日㈬14時～15時 西城保健福祉センター

悩みごと、心配ごと、
困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

h
e

a
lth

y
 c

o
lu

m
n

　認知症は、脳の病気や障害などにより認知機能が低下し、日常生活に支障がある状態をいいます。認知症は
誰でもなる可能性のある病気です。自分や家族、親しい人が認知症になったとき、あらゆる世代がお互いを尊
重しながら助け合うため、まずは認知症について正しく知ることが大切です。
　市は、市民の皆さんに認知症の正しい知識を持ってもらうため、さまざまな取り組みを行っています。

　市内の図書館で認知症関連の図書を展示
し、多くの人に認知症を知ってもらう活動
をしています。また市役所や市内各事業所
でのぼりの掲示、市公用車にマグネットス
テッカーを付けて広報活動をしています。

▶認知症サポーター養成講座
　認知症サポーターとは、認知症について正しく理解し、偏見を持
たず、認知症の人や家族を見守る「応援者」のことです。小・中・
高校の児童・生徒や、金融機関の職員、サロンの参加者など多くの
人が受講しており、これまで延べ 9,825 人（令和５年度末時点）の
認知症サポーターを養成しています。
　認知症サポーターになりたい人、地域で認知症について理解を深
めたい人は、認知症サポーター養成講座を受講してください。「認
知症サポーター養成講座」は、出前トークのメニューにもなって
います。受講を希望する場合は、行政管理課広報統計係（☎ 0824-
73-1159）に申し込みください。

▶認知症に関する図書の巡回展示
　市内小中学校および県立高校で、認知症に関する図書を巡回展示
しています。
　これは、認知症は高齢者だけではなく若い人もなる可能性がある
ため、若い世代が認知症に対して関心を持ち、理解を深めることを
目的としています。
　認知症の人が安心して生活できる地域づくりを子どもたちと一緒
に考えていけるよう、家庭でも認知症について話してみましょう。

　問い合わせ　　高齢者福祉課地域包括支援センター係　☎ 0824 ｰ 73 ｰ 1165

令和６年度標語「共に生き ともに歩もう 認知症」

９月は世界アルツハイマー月間、
９月21日は世界アルツハイマーデーです

世界アルツハイマー月間に合わせて普及啓発活動

認知症の正しい知識を学ぶ

田園文化センターの展示

認知症サポーター養成講座

公用車啓発ステッカー

庄原警察署でも講座を実施

高野中学校の展示

のぼり

健康広場
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市税・保険料の納期限のお知らせ

納期限納期限
９月30日㈪９月30日㈪

■国民健康保険税３期
■介護保険料（普徴）４期
■後期高齢者医療保険料
　（普徴）３期
　「口座振替」にしている人は、納期限の前日までに残
高確認をお願いします。

収納課収納係☎ 0824-73-1511

※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

催　
　

し

母子保健事業母子保健事業 ●保健医療課母子保健係　☎0824-73-1214

事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付

10月７日㈪９時～17時 保健医療課母子保健係 ▪出産予定日と受診した
　病院名が分かるもの
▪本人確認書類
　（運転免許証など）

事前予約が必要

10月12日㈯10時～12時 庄原ひだまり広場
（こども未来広場内） 事前予約が必要（先着２組）

９月30日㈪９時～12時 東城支所 事前予約が必要

育 児 相 談 10月８日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（こども未来広場内） 母子健康手帳

事前予約が必要。支所で
の相談を希望する場合は
お問い合わせください。

相　
　

談

行
政
書
士
に
よ
る
一
日
無
料

相
談
会

　

広
島
県
行
政
書
士
会
は
、
交
通

事
故
や
相
続
・
遺
言
を
は
じ
め
と

す
る
相
談
に
無
料
で
応
じ
る
相
談

会
を
実
施
し
ま
す
。

【
電
話
相
談
】　

と
き　

10
月
１
日
㈫　

10
時
～
16
時

連
絡
先

広
島
県
行
政
書
士
会

☎
０
８
２
‐
２
４
９
‐
２
４
８
０

【
面
談
相
談
】

庄
原
会
場

と
き

10
月
１
日
㈫　

13
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎

高
野
会
場

と
き

10
月
１
日
㈫　

13
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ　

市
役
所
高
野
支
所

問
い
合
わ
せ

広
島
県
行
政
書
士
会
備
北
支
部

☎
０
８
２
４
‐
６
３
‐
１
８
１
５

総
領
お
い
で
ん
祭
２
０
２
４ 

庄
原「
み
の
り
の
祭
典
'21
」

　

総
領
町
最
大
の
お
祭
り「
総
領

お
い
で
ん
祭
」
と
庄
原「
み
の
り

の
祭
典
'21
」
を
合
同
で
開
催
し
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
延

期
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
年

は
令
和
元
年
の
開
催
以
来
、
５
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

地
域
団
体
な
ど
に
よ
る
バ
ザ
ー

が
多
数
出
店
さ
れ
る
ほ
か
、
各
団

体
ス
テ
ー
ジ
披
露
や
豪
華
ゲ
ス
ト

を
お
迎
え
し
て
の
歌
謡
シ
ョ
ー
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

と
き

10
月
13
日
㈰　

９
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ　

市
役
所
総
領
支
所
裏
芝
生
広
場

問
い
合
わ
せ

里
山
を
楽
し
む
町
イ
ベ
ン
ト
実
行

委
員
会

（
総
領
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
内
）　

☎
０
８
２
４
‐
88
‐
３
０
６
７

庄
原
シ
ネ
マ
劇
場　
　
　
　

「
ゴ
ジ
ラ-1.0

」
＆　
　
　
　

「
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｆ
Ｅ
Ｃ
Ｔ 

Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
」

　

９
月
の
庄
原
シ
ネ
マ
劇
場
は
、

世
界
的
な
映
画
賞
を
受
賞
し
た
話

題
の
２
作
品
を
上
映
し
ま
す
。

上
映
作
品

①
ゴ
ジ
ラ- マ

イ
ナ
ス
ワ
ン

1.0

（
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
視
覚
効
果
賞
）

②
Ｐパ

ー

フ

ェ

ク

ト

Ｅ
Ｒ
Ｆ
Ｅ
Ｃ
Ｔ 

Ｄデ

イ

ズ

Ａ
Ｙ
Ｓ

（
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
最
優
秀
男

優
賞
：
役や

く
し
ょ所
広こ

う
じ司
）

と
き　
９
月
21
日
㈯

上
映
時
間

①
10
時
30
分（
開
場
10
時
）

②
14
時（
開
場
13
時
30
分
）

と
こ
ろ	

庄
原
市
民
会
館

入
場
料（
全
て
自
由
席
）

前
売
券

▼
一
般　

１
５
０
０
円

▼
60
歳
以
上　

１
２
０
０
円

▼
３
歳
～
高
校
生　

８
０
０
円

▼
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

千
円	

※
庄
原
市
民
会
館
で
の
購
入
に
限

り
友
の
会
会
員
は
10
％
割
引

当
日
券

▼
一
般　

１
８
０
０
円

▼
60
歳
以
上　

１
２
０
０
円

▼
３
歳
～
高
校
生　

千
円	

▼
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

千
円

※
作
品
ご
と
に
鑑
賞
券
が
必
要

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所（
前
売
券
）

【
庄
原
】　

庄
原
市
民
会
館
、
ジ
ョ

イ
フ
ル
、
東
城
自
治
振
興
セ
ン

タ
ー

【
三
次
】　

サ
ン
グ
リ
ー
ン

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
民
会
館			




☎
０
８
２
４
‐
72
‐
４
２
４
２

第
21
回
こ
ど
も
ま
つ
り

　

家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
る
ふ
れ

あ
い
と
あ
そ
び
体
験
い
っ
ぱ
い
の

お
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

10
月
13
日
㈰　

10
時
～
14
時

と
こ
ろ　
庄
原
市
民
会
館

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
こ
ど
も
ま
つ
り
実
行
委
員

会
事
務
局（
児
童
福
祉
課
あ
ん
し

ん
支
援
係
）

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
０
０
５
１

第
10
回
庄
原
書
道
墨
友
会
展

　

会
員
の
第
10
回
記
念
作
品
や
、

市
内
小
中
学
生
、
高
校
生
の
書
道

作
品
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

と
き　

９
月
19
日
㈭
～
22
日
㈰

10
時
～
18
時

※
22
日
の
み
16
時
ま
で

と
こ
ろ　

庄
原
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

庄
原
書
道
墨
友
会　

会
長　

平
岡
慶
舟

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
０
６
７
７

子
供
文
化
教
室
「
俳
句
教
室
」

「
短
歌
教
室
」
参
加
者

　
俳
句
や
短
歌
を
学
ぶ
子
ど
も
た

ち
を
募
集
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

①
子
供
俳
句
教
室　

10
月
19
日
㈯

13
時
30
分
～
15
時
30
分

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

②
子
供
短
歌
教
室

10
月
26
日
㈯

13
時
30
分
～
15
時
30
分

東
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
研
修
室

対
象
者

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
学
し
て
い

る
小
学
４
～
６
年
生

（
定
員
各
30
人
）

講
師

①
鈴す

ず
き木　

厚あ
つ
こ子
さ
ん

（
公
益
社
団
法
人
俳
人
協
会
広
島

支
部
事
務
局
長
）

②
舛ま

す
お
か岡　

慶け
い
こ子
さ
ん

（
短
歌
結
社
コ
ス
モ
ス
会
員
）

申
し
込
み
方
法（
ど
ち
ら
で
も
可
）

▪
学
校
か
ら
配
布
さ
れ
る
「
参
加

　

申
込
書
」
を
担
任
の
先
生
へ
提

　

出
す
る
。

▪
前
記
の
「
参
加
申
込
書
」
を
切

　

り
取
っ
て
、
は
が
き
に
貼
り
、

　

次
の
申
込
先
に
送
付
す
る
。

申
込
先

庄
原
市
文
化
協
会
事
務
局

〒
７
２
７
‐
０
０
１
３

西
本
町
二
丁
目
17
番
15
号

申
込
期
限　

９
月
30
日
㈪
消
印
有
効

そ
の
他

　

講
話
は
一
般
の
人
も
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ハ
ガ
キ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
文
化
協
会
事
務
局（
松
苗
）

☎
０
９
０
‐
２
０
９
５
‐
９
０
２
０

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
９

庄
原
市
文
芸
大
会
作
品

　

庄
原
市
文
化
協
会
は
次
の
と
お

り
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
作
品

①
短
歌
（
一
人
一
首
）

②
俳
句
（
一
人
二
句
以
内
）

③
川
柳
（
一
人
二
句
以
内
）

④
現
代
詩
（
一
人
一
編
）

※
自
作
の
未
発
表
作
品
に
限
る

※
複
数
部
門
の
応
募
も
可

応
募
資
格

　

市
民
お
よ
び
市
内
の
文
芸
サ
ー

ク
ル
・
団
体
・
職
場
・
学
校
に
在

籍
す
る
人

応
募
方
法

【
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
】

は
が
き
に
記
入
し
て
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

募　
　

集

【
現
代
詩
】

黒
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
使
用
し
、
原
稿

用
紙
へ
楷
書
体
で
記
入
し
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。（
パ
ソ
コ
ン
原

稿
可
）

※
ど
の
作
品
も
必
ず
縦
書
き
で
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
（
電

話
番
号
）を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
さ
れ
た
作
品
は
返
却
し
ま

せ
ん
。

応
募
先

【
短
歌
・
俳
句
】

〒
７
２
９
‐
３
７
２
２

総
領
町
木
屋
１
０
１
１
番
地

小
島
由
佳
利　

宛
て

【
川
柳
】

〒
７
２
７
‐
０
０
１
３

西
本
町
一
丁
目
22
番
７
号

松
苗　

富
江　

宛
て

【
現
代
詩
】

〒
７
２
９
‐
３
７
２
１

総
領
町
稲
草
２
０
２
８
番
地
１

澤　
　

一
枝　

宛
て

応
募
期
限

10
月
10
日
㈭
必
着

※
11
月
９
日
㈯
に
表
彰
式
を
行
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
文
化
協
会
事
務
局（
松
苗
）

☎
０
９
０
‐
２
０
９
５
‐
９
０
２
０

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
９

いざなみック 2024

「比婆いざなみ街道マラニック大会」参加者募集中！「比婆いざなみ街道マラニック大会」参加者募集中！
とき　11 月 10 日㈰11 月 10 日㈰
拠点会場　
西城球技場（西城町大佐 732 番地）西城球技場（西城町大佐 732 番地）　　
ロングコースの部（70km）

【定員】150 人　【参加費】１万４千円【定員】150 人　【参加費】１万４千円

ショートコースの部（15㎞）
【定員】　各 250 人【定員】　各 250 人
【参加費】　【参加費】　
５千円（中学生以上４千円、５千円（中学生以上４千円、
小学生３千円）小学生３千円）

参加申し込み
【申込期限】　９月 29 日㈰【申込期限】　９月 29 日㈰
【申し込み方法】【申し込み方法】
①「RUNNET」から申し込み①「RUNNET」から申し込み
②申込書を（一社）ITADAKI へ提出②申込書を（一社）ITADAKI へ提出

問い合わせ・申し込み　（一社）ITADAKI　☎ 082-961-4002　〒 733-0012　広島市西区中広町 2-24-5 サンコーポ中広　

広報しょうばら／ 2024.9　22 23　2024.9 ／広報しょうばら



おお知らせ知らせInformatioInformationn

と
こ
ろ　
花
の
広
場

定
員　
２
０
０
人
／
日

※
1
人
10
本
ま
で

秋
の
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ　
　
　

秋
の
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ　
　
　

コ
ン
サ
ー
ト

コ
ン
サ
ー
ト

　

見
頃
の
コ
ス
モ
ス
畑
を
バ
ッ
ク

に
、
地
元
高
校
生
に
よ
る
吹
奏
楽

の
演
奏
を
楽
し
め
ま
す
。

と
き　
10
月
12
日
㈯

①
13
時
～　

②
14
時
～　

と
こ
ろ　

花
の
広
場　

花
の
展
望
台
付
近

出
演

庄
原
格
致
高
校

吹
奏
楽
部

ひ
ば
の
里　

秋
の
神
楽

ひ
ば
の
里　

秋
の
神
楽

　

中
国
地
方
の
伝
統
芸
能
で
あ
る

神
楽
を
上
演
し
ま
す
。

と
き　

９
月
22
日
㈰　

比
婆
荒
神
神
楽
社

10
月
６
日
㈰　

宮
乃
木
神
楽
団

10
月
13
日
㈰　

大
子
共
炎N

exT

上
演
時
間

午
前
の
部　

11
時
～
12
時
30
分

午
後
の
部　

13
時
30
分
～
15
時
30

分※
演
目
の
内
容
に
よ
り
、
上
演
時

間
が
前
後
す
る
場
合
あ
り
。

※
演
目
な
ど
の
詳
細
は
公
園
ホ
ー

入
園
料
無
料
日

入
園
料
無
料
日

と
き　
９
月
16
日
（
月
・
祝
）・
10

月
６
日
㈰
・
13
日
㈰

※
９
月
16
日
（
敬
老
の
日
）
は
65

歳
以
上
の
人
に
限
り
入
園
料
無
料
。

※
駐
車
料
は
有
料
で
す
。

秋
の
花
暦

秋
の
花
暦

▼
ケ
イ
ト
ウ

【
開
花
時
期
】

９
月
上
旬
～
10
月
中
旬

【
と
こ
ろ
】　

花
の
広
場
、
大
芝
生

広
場　

北
斜
面

▼
ジ
ニ
ア

【
開
花
時
期
】

９
月
中
旬
～
10
月
中
旬

【
と
こ
ろ
】　

花
の
広
場

▼
コ
ス
モ
ス

【
開
花
時
期
】

９
月
下
旬
～
10
月
中
旬

【
と
こ
ろ
】　

花
の
広
場

※
天
候
に
よ
り
、
開
花
時
期
が
変

動
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
「
花
の
広
場
」
の
公
開
は
９
月

14
日
㈯
か
ら
で
す
。

コ
ス
モ
ス
の
切
り
花
体
験

コ
ス
モ
ス
の
切
り
花
体
験

　

好
き
な
コ
ス
モ
ス
を
切
り
花
に

し
て
持
ち
帰
れ
ま
す
。

と
き　
10
月
12
日
㈯
、
13
日
㈰

13
時
～
15
時

国営備北国営備北
丘陵公園丘陵公園
だよりだより

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（https://www.bihokupark.jp/）

創業64年の
販売ルート
創業64年の
販売ルート

全国的にも
数が少ない
全国的にも
数が少ない

広告広告広告

ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ

さ
い
。

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里　

神
楽
殿

カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ
ヌ
ー
体
験

カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ
ヌ
ー
体
験

　

カ
ヌ
ー
に
乗
っ
て
、
国
兼
池
を

周
る
体
験
が
で
き
ま
す
。

と
き

９
月
14
日
㈯
～
10
月
20
日
㈰

※
土
・
日
・
祝
日
の
み
（
９
月
28

日
㈯
・
29
日
㈰
を
除
く
）

①
10
時
30
分　

②
11
時
30
分

③
13
時
30
分　

④
14
時
30
分

⑤
15
時
30
分

※
受
け
付
け
は
９
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ　
国
兼
池

※
受
け
付
け
は
大
芝
生
広
場　

湖

畔
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
横

※
水
位
変
動
に
よ
り
、
受
付
場
所

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

料
金　
２
千
円
／
艇
（
２
～
３
人

乗
り
）

定
員　
５
艇
／
回　
　
　
　
　
　

　
※
記
載
の
内
容
は
８
月
末
現
在
の

も
の
で
す
。
天
候
な
ど
の
理
由
に

よ
り
変
更
ま
た
は
中
止
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

第
37
回
全
国
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
大
会

（
７
月
６
日
／
福
岡
市
東
区
）

女
子
シ
ン
グ
ル
75　
第
３
位

岩い
わ
も
と本　

里さ
と
み美
（
板
橋
町
）

令
和
６
年
度
全
国
中
学
校
体

育
大
会　

第
55
回
全
国
中
学

校
柔
道
大
会

（
８
月
20
日
～
23
日
／
長
野
県
佐

久
市
）

55
キ
ロ
級
個
人　
第
５
位

団
体
戦

Ｕ
Ｓ
Ａ
小
倉
塾

吉よ
し
だ田　

真し
ん
た太

（
長
洲
中
３
年
・
川
手
町
）

第
70
回
全
日
本
中
学
校
通
信

陸
上
競
技
広
島
県
大
会

（
７
月
６
日
～
７
日
／
広
島
市
安

佐
南
区
）

共
通
男
子
２
０
０
ｍ　
第
２
位

水み
ず
ま間　

雄ゆ
う
ご吾
（
庄
原
中
３
年
）

３
年
女
子
１
０
０
ｍ　
第
６
位

德と
く
な
が永　

里り

お桜
（
庄
原
中
３
年
）

共
通
女
子
２
０
０
ｍ　
第
３
位

松ま
つ
お尾
怜れ

い

さ

衣
紗
（
庄
原
中
３
年
）

共
通
女
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

第
３
位　
（
庄
原
中
学
校
）

児こ
だ
ま玉　

結ゆ
い
か香
（
庄
原
中
３
年
）

松ま
つ
お尾
怜れ

い

さ

衣
紗
（
庄
原
中
３
年
）

清し
み
ず水　
　

凛り
ん

（
庄
原
中
３
年
）

德と
く
な
が永　

里り

お桜
（
庄
原
中
３
年
）

第
51
回
広
島
県
中
学
校
陸
上

競
技
選
手
権
大
会

（
７
月
13
日
～
14
日
／
広
島
市
安

佐
南
区
）

共
通
男
子
２
０
０
ｍ　
第
７
位

水み
ず
ま間　

雄ゆ
う
ご吾
（
庄
原
中
３
年
）

３
年
女
子
１
０
０
ｍ　
第
７
位

德と
く
な
が永　

里り

お桜
（
庄
原
中
３
年
）

共
通
女
子
２
０
０
ｍ　
第
７
位

松ま
つ
お尾
怜れ

い

さ

衣
紗
（
庄
原
中
３
年
）

共
通
女
子
走
幅
跳　
第
５
位

児こ
だ
ま玉　

結ゆ
い
か香
（
庄
原
中
３
年
）

共
通
女
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

第
２
位　

児こ
だ
ま玉　

結ゆ
い
か香
（
庄
原
中
３
年
）

松ま
つ
お尾
怜れ

い

さ

衣
紗
（
庄
原
中
３
年
）

清し
み
ず水　
　

凛り
ん

（
庄
原
中
３
年
）

德と
く
な
が永　

里り

お桜
（
庄
原
中
３
年
）

第
33
回
日
整
全
国
少
年
柔
道

大
会
広
島
県
予
選

（
７
月
７
日
／
広
島
市
中
区
）

小
学
３
年
生
の
部　
優
勝

吉よ
し
だ田　

希け

い生
（
庄
原
小
３
年
）

第
59
回
庄
原
市
少
年
少
女　

水
泳
記
録
会

（
７
月
26
日
／
西
城
温
水
プ
ー
ル

水
夢
）

【
各
種
目
第
１
位
】

５
年
男
子
25
ｍ
背
泳
ぎ

木き
も
と元　

朝あ
さ
ひ陽（
総
領
小
５
年
）

５
年
女
子
25
ｍ
背
泳
ぎ

山や
ま
は
ら原　

汐し
お
り織（
庄
原
小
５
年
）

６
年
男
子
25
ｍ
背
泳
ぎ

山や
ま
さ
か坂　

惺せ

な心（
総
領
小
６
年
）

６
年
女
子
25
ｍ
背
泳
ぎ

永な
が
た田　

皐さ
つ
き葵（
板
橋
小
６
年
）

５
年
男
子
25
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

田た
な
べ邉　

空そ

ら宙（
東
城
小
５
年
）

５
年
女
子
25
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

末す
え
ひ
ろ廣
も
な
み（
板
橋
小
５
年
）

６
年
男
子
25
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

藤ふ
じ
も
と本　

晴は
る
と斗（
粟
田
小
６
年
）

６
年
女
子
25
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

田た
な
べ辺　

七な
な
み海（
庄
原
小
６
年
）

５
年
男
子
25
ｍ
自
由
形

木き
も
と元　

朝あ
さ
ひ陽（
総
領
小
５
年
）

５
年
女
子
25
ｍ
自
由
形

平ひ
ら
お
か岡
こ
む
ぎ（
山
内
小
５
年
）

６
年
男
子
25
ｍ
自
由
形

細ほ
そ
だ田　

悠ゆ
う
り吏（
口
和
小
６
年
）

６
年
女
子
25
ｍ
自
由
形

中な
か
や
ま山
心み

さ

と

咲
登（
高
野
小
６
年
）

５
年
男
子
50
ｍ
自
由
形

福ふ
く
ば場　

晴は
る
や哉（
東
城
小
５
年
）

５
年
女
子
50
ｍ
自
由
形

山や
ま
は
ら原　

汐し
お
り織（
庄
原
小
５
年
）

６
年
男
子
50
ｍ
自
由
形

山や
ま
さ
か坂　

惺せ

な心（
総
領
小
６
年
）

６
年
女
子
50
ｍ
自
由
形

田た
な
べ辺　

七な
な
み海（
庄
原
小
６
年
）

５
年
男
子
１
０
０
ｍ
自
由
形

熊く
ま
も
と本　

涼り

く来（
庄
原
小
５
年
）

６
年
男
子
１
０
０
ｍ
自
由
形

伊だ

て達　

竜り
ゅ
う
と斗（
峰
田
小
６
年
）

５
年
男
子
25
ｍ
平
泳
ぎ

髙た
か
お尾　

斉せ

い云（
東
城
小
５
年
）

５
年
女
子
25
ｍ
平
泳
ぎ

前ま
え
は
な花　

み
う（
西
城
小
５
年
）

６
年
男
子
25
ｍ
平
泳
ぎ

村む
ら
か
み上　

隼は
や
と都（
東
城
小
６
年
）

６
年
女
子
25
ｍ
平
泳
ぎ

大お
お
さ
か坂　

奈な

お央（
高
野
小
６
年
）

５
年
男
子
50
ｍ
平
泳
ぎ

田た
な
べ邉　

空そ

ら宙（
東
城
小
５
年
）

６
年
女
子
50
ｍ
平
泳
ぎ

平ひ
ら
も
と本　

結ゆ

あ愛（
山
内
小
６
年
）

１
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

田た
が
わ川　

勝り
き
と斗（
東
城
小
６
年
）

田た
な
べ邉　

空そ

ら宙（
東
城
小
５
年
）

福ふ
く
ば場　

晴は
る
や哉（
東
城
小
５
年
）

村む
ら
か
み上　

隼は
や
と都（
東
城
小
６
年
）

５・６
年
混
成
２
０
０
ｍ
リ
レ
ー

田た
む
ら村　

莉り

の乃（
永
末
小
６
年
）

奥お
く
む
ら村　

桃と
う
き季（
永
末
小
５
年
）

三み
か
み上　

陽ひ

な愛（
永
末
小
５
年
）

足あ
だ
ち立　

明あ
き
ま
さ優（
永
末
小
５
年
）

そ
の
他

県
大
会

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！全

国
大
会

備北コスモスピクニック備北コスモスピクニック
９月14日㈯～10月20日㈰  開催！
開園時間　９時30分～17時（入園は16時まで）
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※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

休日診療のご案内

●東城地域

９月・10月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶子育て特集では、子育て支援センターをはじめ、多
くの人にご協力を頂きました。皆さん、本当にありが
とうございました。

人の動き （庄原市の人口） 

令和６年７月末現在

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３１，４８９人（前年比－７５３人）　
男　　１５，０８３人（前年比－３３３人）　
女　　１６，４０６人（前年比－４２０人）
世帯数　１４，９１６世帯（前年比－９３世帯）
[ うち外国人 ]　人口　５５５人（前年比６９人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１６，６４４人（７，８８０世帯）
○西城地域　　２，８９０人（１，３０８世帯）
○東城地域　　６，５７９人（３，２６４世帯）
○口和地域　　１，７０９人　　（７４９世帯）
○高野地域　　１，４５２人　　（６３０世帯）
○比和地域　　１，１１１人　　（５２６世帯）
○総領地域　　１，１０４人　　（５５９世帯）

９月22日（日）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
23日（月）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
29日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023

10月６日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
13日（日）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
14日（月）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
20日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

　市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる
市民ギャラリーです。
▶第 20 回庄原絵手紙大賞作品展
とき　10月８日㈫～10日㈭　10時～15時
問アート多愛夢事務局　☎ 0824-72-6405（友永）
※展示を希望する団体(または個人)はお申し込みくださ
い。使用料は要りません。

９・10 月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
〇草木染め教室（ベニバナ）
　とき　９月30日㈪　①９時～12時  ②13時～16時
▶イベント・展示・販売
〇草木染め教室作品展
　とき　９月18日㈬～９月30日㈪
〇水庄会作品展
　とき　10月４日㈮～10月20日㈰
〇シルバー人材センター（てしごとの会）
　とき　10 月 19 日㈯・20 日㈰　９時～ 15 時

☎ 0824-75-4411

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1189

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と　き　10 月９日 （水）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

10 月

　　とき　　９月 24 日㈫ 12 時 15 分～ 12 時 55 分
　　ところ　市役所本庁舎　１階市民ホール
出演者　あんさんぶる七

なな
のおと

菅
すが

　敬
け い こ

子（フルート）、古
ふ る ど い

土井　宏
ひ ろ こ

子（オーボエ）、
山
やまもと

本　香
か お り

織（コントラバス）、村
むらかみ

上　敬
け い こ

子（キーボー
ド）、河

こ う の
野　文

あ や ね
音（キーボード＆打楽器）

演奏曲目　　　
埴
は に ゅ う

生の宿、映画音楽「ひまわり」、タンゴ「ラ・ク
ンパルシータ」　ほか
▶あんさんぶる七のおと
　平成 28 年結成。病気と闘っている方々やご家族
の方々に優しい時間を届けたいと、病院・緩和ケア
病棟などで、ボランティア演奏やチャリティーコン
サートなどの演奏活動を行っている。
　　とき　　９月 24 日㈫ 17 時 30 分～ 18 時 30 分
　　ところ　市役所東城支所　１階ホール
出演者　二代目　辻

つじむら
村　寿

じゅさぶろう
三郎

　　　　～人形舞とシャンソンの調べ～
演奏曲目　　　
人形舞「バラ色の人生」、「パリはミュージシャン」、
シャンソン「サントワマミー」　ほか
▶二代目　辻村　寿三郎
　昭和 23 年広島県生まれ。華道家として活躍する
傍ら、日本を代表する人形作家の初代・辻村寿三郎
に師事し、令和３年に二代目辻村寿三郎を襲名。シャ
ンソンは斎

さいとう
藤勉

つとむ
に師事し、華道家、人形作家、シャ

ンソン歌手と幅広いジャンルで活躍している。

比和自然科学博物館　　　　☎ 0824-85-3005

　　　　　　　　　　　　開館：９時～17 時 （年末年始休館）　

フナクイムシは海のシロアリ

　比和自然科学博物館
地学分館に新しくガラ
スケースを設置し、備
北層群から産出した
大型の化石を展示し
ています。その中に西
城川河床から発見され
た「フナクイムシ入り
珪
け い か ぼ く

化木」を展示してい
ます。
　「珪化木」とは木が
化石化したものです。土砂などに埋もれた木が膨大な年月を
かけ、地層からかかる圧力により木の細胞組織の中にケイ酸
を含有した地下水が入り込むことで、木が形を変えずに二酸
化ケイ素（シリカ）という物質に置き換わったものです。水晶
などと同じように硬くなり、年輪までも保存されます。
　展示している「フナクイムシ入り珪化木」は、その名のとお
りフナクイムシに食べられた木が化石となったもので、食べら
れた跡や巣穴が確認でき、フナクイムシそのものが化石になっ
ている部分もあり、とても珍しいものです。
　フナクイムシという名前の由来は、海の中にある木を食べる
ことから、木で作られた船も食べられるのではないかという理
由で名付けられました。フナクイムシの体はとても柔らかく、
長いミミズのような姿ですが、その正体は貝の仲間です。先
端についている２枚の貝で海の中の木を食べ、穴を空けると
ころから「海のシロアリ」と呼ばれています。現在は東南アジ
アなどに生息しているので、備北層群が堆積した1,600 万年
前頃の庄原はとても暖かい海であったことが分かります。
　1,800 年頃イギリスのマーク・ブルネルという技術者が、フ
ナクイムシが巣穴にしている木の穴の中で、柔らかい体をどう
やって守っているのかを観察し、体から出した体液により穴の
周辺に石灰質の幕を張り、固めていることを発見しました。こ
れを応用し、鉄の枠組みによりトンネルを掘り進むシールド工
法を発明して、テムズ川の下を通るトンネルを完成させました。
その後、改善されたシールド工法は現在もトンネルの掘削工
事に使われています。

　人間の生活を
支える技術の基と
なったフナクイム
シの技を見ること
ができる貴重な化
石ですので、ぜひ、
皆さんも当館へお
越しいただき、ご
覧ください。
　
　

▲珪化木（フナクイムシ入り）

▲フナクイムシの巣穴

　「食農」とは、「食物を育てて、収穫し、食する」というこ
とを実践し、「食」と「農」について学んでいく取り組みです。
　市は、「食農教育モデル事業」として、地域の子どもたち
に ｢食および農業｣ の大切さを学習する機会を提供し、地域
の農業、食の安全などへの関心・理解を深める取り組みを支
援しています。
　本年度は市内の小学校 11 校がこの事業に取り組み、米や
キュウリ・ナスなどの夏野菜、リンゴ、ブドウ、ブルーベリー
などの栽培・収穫作業を体験しています。
　比和小学校では、春に夏野菜の苗を植え、６月と７月に収
穫し、自ら栽培した野菜の収穫を祝いました。また、収穫し
た野菜は、漬物や野菜炒め、味噌汁などにして食べました。
　子どもたちは「自分たちで育てた野菜を調理して食べたら
おいしかった」「ちょっと苦手な野菜でも食べられた」と話
しました。
　食物の生産では、地元の農家さんに米づくりを体験させて
もらったり、比和っ子サポーターの人に野菜の植え方を教え
てもらったりしました。
　これらの活動は、子どもたちが食に関する意欲を高め、地
域農業への理解を深めることにつながっています。

お詫びと訂正

８月号の内容に誤りがありました。
お詫びして次のとおり訂正いたします。
▶ 15 ページ（市政トピックス）

「庄原ファンクラブ体験交流イベント」画像の説明
文

（誤）　ふくふく牧場を経営している福本さん夫婦
（正）　ふくふく牧場を経営している福元さん夫婦

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。

実施日 会　場 受付時間
９月20日㈮ 市役所本庁舎 10時～11時15分

12時30分～15時

10月18日㈮ 県立広島大学
庄原キャンパス 11時～15時

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

食育コーナー　  

問農業振興課 ☎ 0824-73-1131

庄原市食農教育モデル事業

食農体験を行う比和小学校の児童
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「大人になる」
下
し も は ら

原　響
ひびき

さん
「昨日の私を越える！！」

森
もりおか

岡　美
み や こ

也子さん
「面白い女になる！」「勉強と恋愛を頑張りたい」「仕事恋愛頑張」

「夢をつかむ！」「幸せになる」「東京の女になって帰ってくる」
庄原格致高校同級生の皆さん 

 
二
十
歳
の 

　
　
　

抱
負

庄原市二十歳を祝う会庄原市二十歳を祝う会
　8 月 15 日、庄原市民会館で令和６年度庄原市二十歳を祝う会を開催しました。　8 月 15 日、庄原市民会館で令和６年度庄原市二十歳を祝う会を開催しました。
　本年は、平成 16 年４月２日から平成 17 年４月１日までに生まれた人が対象で、市内在住者または本　本年は、平成 16 年４月２日から平成 17 年４月１日までに生まれた人が対象で、市内在住者または本
市出身者 291 人のうち 185 人が出席しました。市出身者 291 人のうち 185 人が出席しました。
　式典では、木山耕三市長をはじめ、多くの来賓の皆さんから二十歳を迎える人へお祝いの言葉が送られ　式典では、木山耕三市長をはじめ、多くの来賓の皆さんから二十歳を迎える人へお祝いの言葉が送られ
ました。また、二十歳の皆さんを代表してました。また、二十歳の皆さんを代表して原原

は ら だは ら だ

田田日日
ひ な かひ な か

向花向花さんが「庄原で学び育ったことを誇りに思い、これさんが「庄原で学び育ったことを誇りに思い、これ
からも人との関わりを大切にし、各々が選んだ道をしっかり歩んでいきたい」と決意を述べました。からも人との関わりを大切にし、各々が選んだ道をしっかり歩んでいきたい」と決意を述べました。
　最後には、シンガーソングライターの HIPPY（ヒッピー）さんが記念講演を行い「二十歳の方々へ向　最後には、シンガーソングライターの HIPPY（ヒッピー）さんが記念講演を行い「二十歳の方々へ向
けたメッセージ」と題して、代表曲である「君に捧げる応援歌」などを披露しました。けたメッセージ」と題して、代表曲である「君に捧げる応援歌」などを披露しました。
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